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第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
３
日
か

ら
９
月
13
日
ま
で
の
、
会
期
11
日
間

に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

令
和
５
年
度
の
各
会
計
決
算
は
、

本
会
議
初
日
に
提
案
さ
れ
、
延
べ
４

日
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
決
算
審
査

に
つ
い
て
、
代
表
監
査
委
員
松
永 

健
太
郎
氏
に
よ
る
審
査
報
告
の
後
、

議
長
と
議
会
選
出
監
査
委
員
を
除
く

８
名
で
構
成
す
る
決
算
特
別
委
員
会

に
審
査
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。 

９
月
10
日
、
11
日
の
２
日
間
に
わ

た
り
開
会
さ
れ
た
決
算
特
別
委
員
会

で
、
内
容
説
明
、
質
疑
等
が
行
わ
れ
、

13
日
の
本
会
議
で
採
決
の
結
果
、
次

の
全
８
会
計
決
算
と
も
全
議
員
の
賛

成
に
よ
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。  

○
認
定
第
１
号 

 

一
般
会
計 

○
認
定
第
２
号 

 

都
民
の
森
管
理
運
営
事
業
特
別
会 

 

計 

○
認
定
第
３
号 

 

山
の
ふ
る
さ
と
村
管
理
運
営
事
業

特
別
会
計 

○
認
定
第
４
号 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計 

○
認
定
第
５
号 

 

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計 

○
認
定
第
６
号 

 

介
護
保
険
特
別
会
計 

○
認
定
第
７
号 

 

下
水
道
事
業
特
別
会
計 

○
認
定
第
８
号 

 

国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計 

 

 

 

令
和
５
年
度
の
奥
多
摩
町
に
お
け

る
全
８
会
計
の
決
算
書
類
は
、
関
係

法
令
に
準
じ
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、

関
係
帳
簿
及
び
会
計
伝
票
並
び
に
証

明
書
類
と
も
照
合
の
結
果
、
決
算
の

計
数
に
誤
り
は
な
く
、
預
金
残
高
と

も
符
合
し
、
基
金
の
運
用
状
況
及
び 

予
算
の
執
行
も
適
正
か
つ
正
確
で
あ

り
、
歳
入
、
歳
出
と
も
妥
当
で
あ
っ
た

こ
と
を
認
め
る
。 

《《
令令
和和
５５
年年
度度
決決
算算
にに
おお
けけ
るる
奥奥
多多

摩摩
町町
健健
全全
化化
判判
断断
比比
率率
算算
定定
書書
類類
及及

びび
資資
金金
不不
足足
比比
率率
算算
定定
書書
類類
にに
関関
すす

るる
審審
査査
のの
結結
果果
》》  

  

算
定
基
礎
事
項
を
記
載
し
た
書
類

と
チ
ェ
ッ
ク
表
と
を
照
合
の
結
果
、

計
数
等
は
、
全
て
正
確
で
、
適
正
に
書

類
が
作
成
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
結
果
、

健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比

率
に
つ
い
て
は
と
も
に
良
好
で
あ
る

と
認
め
る
。 

 

 

 

決
算
特
別
委
員
会
で
は
、
次
の
こ

と
に
つ
い
て
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。 

○
一
般
会
計 

・
森
林
館
の
事
業
と
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

に
つ
い
て 

・
財
産
（
町
有
地
）
売
払
収
入
１
件
の

内
容 

・
空
き
家
利
活
用
等
区
市
町
村
支
援

事
業
補
助
金
及
び
島
し
ょ
山
村
地

域
へ
の
定
住
促
進
サ
ポ
ー
ト
事
業

費
補
助
金
の
内
容 

・
広
報
広
告
及
び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

バ
ナ
ー
広
告
の
収
入
が
昨
年
度
よ
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り
増
額
と
な
っ
た
要
因
と
工
夫
点 

・
職
員
健
康
診
断
結
果
が
異
常
有
り

と
な
っ
た
職
員
へ
の
対
応
及
び
負

担
状
況
に
つ
い
て 

・
地
域
振
興
対
策
事
業
費
の
不
用
額

が
多
額
と
な
っ
た
理
由 

・
職
員
の
接
遇
研
修
に
つ
い
て 

・
第
６
期
奥
多
摩
町
長
期
総
合
計
画

業
務
委
託
の
内
容 

・
庁
舎
建
設
整
備
事
業
費
、
新
聞
広
告

掲
載
料
の
内
容 

・
成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
事
業
の

内
容 

・
成
年
後
見
推
進
機
関
の
利
用
者
数 

・
不
妊
治
療
の
助
成
事
業
と
不
育
治

療
助
成
事
業
の
一
本
化
に
つ
い
て 

・
保
育
従
事
職
員
宿
舎
借
り
上
げ
支

援
事
業
補
助
金
の
内
容 

・
町
内
各
保
育
園
に
お
け
る
特
別
な

配
慮
が
必
要
な
児
童
に
要
す
る
経

費
の
対
象
者
数 

・
橋
梁
自
殺
対
策
協
議
会
、
万
世
橋
の 

 

嵩
上
げ
進
捗
状
況 

・
母
親
学
級
事
業
費
、
母
親
学
級
参
加

実
績
０
人
の
内
容
及
び
今
後
の
ア

プ
ロ
ー
チ
方
法
に
つ
い
て 

・
高
齢
者
自
立
支
援
日
常
生
活
用
具

の
内
容
及
び
給
付
事
業
実
績
０
件

と
周
知
に
つ
い
て 

・
農
作
物
有
害
鳥
獣
対
策
事
業
費
、
イ

ノ
シ
シ
捕
獲
数
と
緩
衝
帯
整
備
地

区
の
場
所 

・
観
光
用
公
衆
ト
イ
レ
総
合
清
掃
委

託
の
内
容
及
び
清
掃
範
囲 

・
空
家
等
実
態
調
査
業
務
委
託
の
内

容
と
効
果
、
周
知
と
今
後
に
つ
い

て 

・
地
域
課
題
を
通
じ
た
地
域
と
の
縁

づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
及
び
採

択
事
業
の
内
容
と
今
後
に
つ
い
て 

・
定
住
促
進
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
お
け

る
起
業
及
び
就
労
内
容
に
つ
い
て 

・
獣
害
シ
ス
テ
ム
導
入
業
務
委
託
及

び
同
シ
ス
テ
ム
の
保
守
管
理
業
務

委
託
の
更
な
る
展
開
に
つ
い
て 

・
河
川
監
視
等
実
証
実
験
業
務
委
託

の
内
容 

・
寄
付
物
件
大
丹
波
南
平
解
体
工
事

後
の
今
後
の
計
画
に
つ
い
て 

・
子
供
の
転
入
・
転
出
推
移
に
お
い
て

転
出
人
数
が
上
回
っ
て
い
る
理
由

及
び
定
住
増
へ
の
考
え
に
つ
い
て 

・
柳
小
路
観
光
ト
イ
レ
使
用
料
（
賃
借
） 

 

の
内
容 

・
町
ふ
れ
あ
い
広
場
事
業
費
の
内
容

及
び
令
和
６
年
度
増
額
し
た
理
由 

・
奥
多
摩
小
屋
跡
地
周
辺
清
掃
ヘ
リ

運
搬
業
務
委
託
に
つ
い
て 

・
文
化
財
収
蔵
庫
実
施
設
計
業
務
委 

託
の
内
容 

・
古
里
小
プ
ー
ル
監
視
業
務
委
託
の

効
果
と
事
故
の
有
無
及
び
各
学
校

授
業
利
用
回
数
と
全
体
の
利
用
状

況 

・
I

P
無
線
機
通
信
料
及
び
衛
星
無 

 
 

線
機
通
信
料
の
内
容 

・
消
防
施
設
維
持
管
理
費
不
用
額
、
施

設
整
備
の
内
容
及
び
消
防
団
詰
所

の
空
調
機
設
置
状
況 

・
操
法
審
査
会
場
改
良
工
事
の
内
容 

・
奥
多
摩
町
立
小
学
校
の
あ
り
方
検

討
委
員
会
の
内
容
及
び
委
員
構
成 

・
氷
川
小
学
校
児
童
数
の
推
移
に
つ

い
て 

・
奥
多
摩
中
学
校
パ
ソ
コ
ン
教
室
機

器
使
用
料
、
リ
ー
ス
契
約
の
内
容 

・
学
校
に
お
け
る
眼
科
・
耳
鼻
咽
喉
科

検
診
委
託
の
内
容 

・
外
国
語
青
年
招
致
事
業
に
つ
い
て 

・
図
書
館
の
電
算
シ
ス
テ
ム
保
守
に

つ
い
て 

・
防
災
・
減
債
基
金
費
の
内
容 

・
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

活
用
事
業
の
内
容
及
び
発
達
検
査

の
内
容 

・
放
課
後
英
語
教
室
の
補
助
金
活
用

に
つ
い
て 

・
日
原
ふ
る
さ
と
美
術
館
入
館
者
数

及
び
今
後
の
運
営
に
つ
い
て 

・
登
計
原
山
村
広
場
運
動
公
園
内
の

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
使
用
者
の
内
容 

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計 

・
徴
収
専
門
員
委
託
の
内
容 

・
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
に
つ
い 

 

て 

○
下
水
道
事
業
特
別
会
計 

・
令
和
６
年
度
公
営
企
業
会
計
へ
の

移
行
に
つ
い
て 

 

 
 

 

次
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ

も
議
員
の
賛
成
多
数
に
よ
り
、
原
案

の
と
お
り
承
認
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 
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○
議
案
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町
税
賦
課
徴
収
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例 
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の
内
容

・
町
内
各
保
育
園
に
お
け
る
特
別
な

配
慮
が
必
要
な
児
童
に
要
す
る
経

費
の
対
象
者
数

・
橋
梁
自
殺
対
策
協
議
会
、
万
世
橋

の
嵩
上
げ
進
捗
状
況

・	

母
親
学
級
事
業
費
、母
親
学
級
参
加 

実
績
０
人
の
内
容
及
び
今
後
の
ア

プ
ロ
ー
チ
方
法
に
つ
い
て

・
高
齢
者
自
立
支
援
日
常
生
活
用
具

の
内
容
及
び
給
付
事
業
実
績
０
件

と
周
知
に
つ
い
て

・
農
作
物
有
害
鳥
獣
対
策
事
業
費
、

イ
ノ
シ
シ
捕
獲
数
と
緩
衝
帯
整
備

地
区
の
場
所

・
観
光
用
公
衆
ト
イ
レ
総
合
清
掃
委

託
の
内
容
及
び
清
掃
範
囲

・
空
家
等
実
態
調
査
業
務
委
託
の
内

容
と
効
果
、
周
知
と
今
後
に
つ
い

て
・
地
域
課
題
を
通
じ
た
地
域
と
の
縁

づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
及
び
採

択
事
業
の
内
容
と
今
後
に
つ
い
て

・
定
住
促
進
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
お
け

る
起
業
及
び
就
労
内
容
に
つ
い
て

・
獣
害
シ
ス
テ
ム
導
入
業
務
委
託
及

び
同
シ
ス
テ
ム
の
保
守
管
理
業
務

委
託
の
更
な
る
展
開
に
つ
い
て

・
河
川
監
視
等
実
証
実
験
業
務
委
託

の
内
容

・
寄
付
物
件
大
丹
波
南
平
解
体
工
事

後
の
今
後
の
計
画
に
つ
い
て

・
子
供
の
転
入
・
転
出
推
移
に
お
い

て
転
出
人
数
が
上
回
っ
て
い
る
理
由

及
び
定
住
増
へ
の
考
え
に
つ
い
て

・	

柳
小
路
観
光
ト
イ
レ
使
用
料
（
賃
借
）

の
内
容

・
町
ふ
れ
あ
い
広
場
事
業
費
の
内
容

及
び
令
和
６
年
度
増
額
し
た
理
由

・
奥
多
摩
小
屋
跡
地
周
辺
清
掃
ヘ
リ

運
搬
業
務
委
託
に
つ
い
て

・
文
化
財
収
蔵
庫
実
施
設
計
業
務
委

託
の
内
容

・
古
里
小
プ
ー
ル
監
視
業
務
委
託
の

効
果
と
事
故
の
有
無
及
び
各
学
校

授
業
利
用
回
数
と
全
体
の
利
用
状

況
・
Ｉ
Ｐ
無
線
機
通
信
料
及
び
衛
星
無  

線
機
通
信
料
の
内
容

・	

消
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施
設
維
持
管
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費
不
用
額
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施

設
整
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内
容
及
び
消
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団
詰
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設
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況
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学
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推
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【賛成…〇 反対…× ※議長は採決に加わらないが賛否同数の場合は議長が裁決します。】 

○
議
案
第
50
号 

 
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例 

 

 
 
 

【 
報 

 

告 

】 
 
 
 

 

○
報
告
第
２
号 

 

令
和
５
年
度
決
算
に
お
け
る
奥
多

摩
町
健
全
化
判
断
比
率 

○
報
告
第
３
号 

 

令
和
５
年
度
決
算
に
お
け
る
奥
多

摩
町
資
金
不
足
比
率 

○
報
告
第
４
号 

 

教
育
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
事

務
の
管
理
及
び
執
行
状
況
の
点
検

及
び
評
価
（
令
和
５
年
度
分
） 

  
 
 

【 

補
正
予
算 

】 
 
 
 

 
 

○
議
案
第
52
号 

一
般
会
計
（
第
２
号
） 

〇
議
案
第
53
号 

 

都
民
の
森
管
理
運
営
事
業
特
別
会 

計
（
第
１
号
） 

〇
議
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第
54
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山
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ふ
る
さ
と
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管
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運
営
事
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特
別
会
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第
１
号
） 

○
議
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第
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国
民
健
康
保
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特
別
会
計
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第
１

号
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○
議
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第
56
号 

 

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
（
第 

１
号
） 

○
議
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第
57
号 

 

介
護
保
険
特
別
会
計
（
第
１
号
） 

○
議
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第
58
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下
水
道
事
業
会
計
（
第
１
号
） 

○
議
案
第
59
号 

 

国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計

（
第
１
号
） 

 

 
 
 

【 

契 
 

約 

】 
 
 

 
 

○
議
案
第
60
号 

 

パ
ッ
カ
ー
車
（
塵
芥
収
集
車
）
購
入

契
約 

○
議
案
第
61
号 

 

ポ
ン
プ
自
動
車
購
入
契
約 

○
議
案
第
62
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も
え
ぎ
の
湯
外
壁
等
改
修
工
事
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負
契
約 

 

 
 
 

【 

人 
 

事 

】 
 
 

 
 

○
議
案
第
51
号 

 

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
の
同
意 

大
串 

千
代 

氏
（
再
任
） 

（
大
丹
波
在
住
） 

    
 

 

審
議
さ
れ
た
の
は
、
陳
情
２
件
で
、

次
の
よ
う
に
決
定
し
ま
し
た 

  

【 

不
採
択
と
し
た
も
の 

】 
 

 

○
６
陳
情
第
１
号 

マ
イ
ナ
保
険
証
と
現
行
の
健
康
保
険

証
の
両
立
を
図
る
よ
う
国
へ
の
意
見

書
提
出
を
求
め
る
陳
情
書 

  

【 

趣
旨
採
択
と
し
た
も
の 

】 
 

 
 ○

６
陳
情
第
２
号 

民
間
建
築
物
に
係
る
石
綿
（
ア
ス
ベ

ス
ト
）
等
含
有
調
査
へ
の
助
成
制
度

を
求
め
る
陳
情
書 

              

賛賛
否否
のの
分分
かか
れれ
たた
議議
案案
・・
陳陳
情情  

                          
  

 

 

令和 6年 11月５日発行町 議 会 だ よ り第 211 号（3）

10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 議席番号

原
島
　
幸
次

高
橋
　
邦
男

宮
野
　
　
亨

小
峰
　
陽
一

澤
本
　
幹
男

大
澤
由
香
里

相
田
恵
美
子

森
田
　
紀
子

伊
藤
　
英
人

榎
戸
　
雄
一

議　
員
名
 　議案番号等

○ ○ ○ ※ 欠席 × × × ○ ○ 議案第50号

○ ○ ○ ※ 欠席 × × × ○ ○ 議案第55号

○ ○ ○ ※ 欠席 × × × × ○ ６陳情第1号
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令令和和６６年年第第３３回回定定例例会会でではは、、９９名名のの議議員員がが一一般般質質問問をを行行いいままししたた。。  

ここここでではは、、紙紙面面のの都都合合にによよりり、、内内容容をを要要約約ししてて質質問問者者順順にに掲掲載載ししてていいまますす。。質質問問・・答答

弁弁のの全全文文はは、、1111 月月中中旬旬頃頃よよりり、、ホホーームムペペーージジでで閲閲覧覧ででききまますす。。（（町町ホホーームムペペーージジ～～町町議議

会会～～会会議議記記録録（（結結果果））））  

町町ホホーームムペペーージジはは、、ススママーートトフフォォンン・・タタブブレレッットト端端末末等等ででももごご覧覧いいたただだけけまますす。。  

ままたた、、町町内内各各図図書書館館ででもも会会議議録録ををごご覧覧いいたただだけけまますす。。     

ＱＱＲＲココーードド  

  

（（１１））６６番番  澤澤本本  幹幹男男議議員員（（５５ペペーージジ））  

  ①①氷氷川川地地区区にに歯歯科科医医院院のの招招致致ににつついいてて  

  ②②奥奥多多摩摩町町でで今今後後予予想想さされれるる財財政政面面のの課課

題題ににつついいてて  

  

（（２２））４４番番  相相田田恵恵美美子子議議員員（（５５ペペーージジ））  

  ①①町町独独自自のの障障害害福福祉祉事事業業ににつついいてて  

  ②②ナナララ枯枯れれのの状状況況ににつついいてて  

  

（（３３））９９番番  高高橋橋  邦邦男男議議員員（（６６ペペーージジ））  

  ①①猿猿被被害害対対策策ににつついいてて  

  ②②放放置置さされれてていいるる町町所所有有建建物物のの利利活活用用問問

題題ににつついいてて  

  

（（４４））1100 番番  原原島島  幸幸次次議議員員（（６６ペペーージジ））  

  ①①町町内内ににおおけけるる獣獣害害対対策策ににつついいてて  

  

（（５５））１１番番  榎榎戸戸  雄雄一一議議員員（（７７ペペーージジ））  

  ①①町町がが管管理理すするる道道路路状状況況ににつついいてて  

  

（（６６））８８番番  宮宮野野  亨亨  議議員員（（７７ペペーージジ））  

  ①①認認知知症症のの人人のの希希望望ああるる暮暮ららししににつつ

いいてて  

②②物物価価高高騰騰・・経経済済対対策策・・新新型型ココロロナナウウ

イイルルスス対対策策ににつついいてて  

  

（（７７））３３番番  森森田田  紀紀子子議議員員（（８８ペペーージジ））  

  ①①福福祉祉事事業業のの送送迎迎ササーービビススににつついいてて  

②②太太陽陽光光発発電電事事業業ににつついいてて  

  

（（８８））２２番番  伊伊藤藤  英英人人議議員員（（８８ペペーージジ））  

①①ここどどもも家家庭庭セセンンタターーのの設設置置ににつついい

てて    

②②町町民民のの生生活活環環境境ををままももるる  環環境境基基

本本条条例例ににつついいてて（（空空きき家家対対策策とと獣獣害害対対

策策））  

③③町町民民のの生生活活環環境境ををままももるる  環環境境基基

本本条条例例ににつついいてて（（観観光光公公害害対対策策））  

  

（（９９））５５番番  大大澤澤由由香香里里議議員員（（９９ペペーージジ））  

①①学学校校体体育育館館のの空空調調設設置置ににつついいてて  

  ②②町町有有地地のの管管理理ににつついいてて  

  ③③町町制制施施行行 7700 周周年年記記念念行行事事ににつついいてて  
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  ②②町町有有地地のの管管理理ににつついいてて  

  ③③町町制制施施行行 7700 周周年年記記念念行行事事ににつついいてて  

令和 6年 11月５日発行 町 議 会 だ よ り 第 211 号（4）
 4

                              

令令和和６６年年第第３３回回定定例例会会でではは、、９９名名のの議議員員がが一一般般質質問問をを行行いいままししたた。。  

ここここでではは、、紙紙面面のの都都合合にによよりり、、内内容容をを要要約約ししてて質質問問者者順順にに掲掲載載ししてていいまますす。。質質問問・・答答

弁弁のの全全文文はは、、1111 月月中中旬旬頃頃よよりり、、ホホーームムペペーージジでで閲閲覧覧ででききまますす。。（（町町ホホーームムペペーージジ～～町町議議

会会～～会会議議記記録録（（結結果果））））  

町町ホホーームムペペーージジはは、、ススママーートトフフォォンン・・タタブブレレッットト端端末末等等ででももごご覧覧いいたただだけけまますす。。  

ままたた、、町町内内各各図図書書館館ででもも会会議議録録ををごご覧覧いいたただだけけまますす。。     

ＱＱＲＲココーードド  

  

（（１１））６６番番  澤澤本本  幹幹男男議議員員（（５５ペペーージジ））  
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  ②②奥奥多多摩摩町町でで今今後後予予想想さされれるる財財政政面面のの課課

題題ににつついいてて  

  

（（２２））４４番番  相相田田恵恵美美子子議議員員（（５５ペペーージジ））  

  ①①町町独独自自のの障障害害福福祉祉事事業業ににつついいてて  

  ②②ナナララ枯枯れれのの状状況況ににつついいてて  

  

（（３３））９９番番  高高橋橋  邦邦男男議議員員（（６６ペペーージジ））  

  ①①猿猿被被害害対対策策ににつついいてて  

  ②②放放置置さされれてていいるる町町所所有有建建物物のの利利活活用用問問

題題ににつついいてて  

  

（（４４））1100 番番  原原島島  幸幸次次議議員員（（６６ペペーージジ））  

  ①①町町内内ににおおけけるる獣獣害害対対策策ににつついいてて  

  

（（５５））１１番番  榎榎戸戸  雄雄一一議議員員（（７７ペペーージジ））  
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（（６６））８８番番  宮宮野野  亨亨  議議員員（（７７ペペーージジ））  

  ①①認認知知症症のの人人のの希希望望ああるる暮暮ららししににつつ

いいてて  

②②物物価価高高騰騰・・経経済済対対策策・・新新型型ココロロナナウウ

イイルルスス対対策策ににつついいてて  

  

（（７７））３３番番  森森田田  紀紀子子議議員員（（８８ペペーージジ））  

  ①①福福祉祉事事業業のの送送迎迎ササーービビススににつついいてて  

②②太太陽陽光光発発電電事事業業ににつついいてて  
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①①ここどどもも家家庭庭セセンンタターーのの設設置置ににつついい

てて    

②②町町民民のの生生活活環環境境ををままももるる  環環境境基基

本本条条例例ににつついいてて（（空空きき家家対対策策とと獣獣害害対対

策策））  
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  ②②町町有有地地のの管管理理ににつついいてて  
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令令和和６６年年第第３３回回定定例例会会でではは、、９９名名のの議議員員がが一一般般質質問問をを行行いいままししたた。。  

ここここでではは、、紙紙面面のの都都合合にによよりり、、内内容容をを要要約約ししてて質質問問者者順順にに掲掲載載ししてていいまますす。。質質問問・・答答

弁弁のの全全文文はは、、1111 月月中中旬旬頃頃よよりり、、ホホーームムペペーージジでで閲閲覧覧ででききまますす。。（（町町ホホーームムペペーージジ～～町町議議

会会～～会会議議記記録録（（結結果果））））  

町町ホホーームムペペーージジはは、、ススママーートトフフォォンン・・タタブブレレッットト端端末末等等ででももごご覧覧いいたただだけけまますす。。  

ままたた、、町町内内各各図図書書館館ででもも会会議議録録ををごご覧覧いいたただだけけまますす。。     

ＱＱＲＲココーードド  

  

（（１１））６６番番  澤澤本本  幹幹男男議議員員（（５５ペペーージジ））  

  ①①氷氷川川地地区区にに歯歯科科医医院院のの招招致致ににつついいてて  

  ②②奥奥多多摩摩町町でで今今後後予予想想さされれるる財財政政面面のの課課

題題ににつついいてて  

  

（（２２））４４番番  相相田田恵恵美美子子議議員員（（５５ペペーージジ））  

  ①①町町独独自自のの障障害害福福祉祉事事業業ににつついいてて  

  ②②ナナララ枯枯れれのの状状況況ににつついいてて  

  

（（３３））９９番番  高高橋橋  邦邦男男議議員員（（６６ペペーージジ））  

  ①①猿猿被被害害対対策策ににつついいてて  

  ②②放放置置さされれてていいるる町町所所有有建建物物のの利利活活用用問問

題題ににつついいてて  

  

（（４４））1100 番番  原原島島  幸幸次次議議員員（（６６ペペーージジ））  

  ①①町町内内ににおおけけるる獣獣害害対対策策ににつついいてて  

  

（（５５））１１番番  榎榎戸戸  雄雄一一議議員員（（７７ペペーージジ））  

  ①①町町がが管管理理すするる道道路路状状況況ににつついいてて  

  

（（６６））８８番番  宮宮野野  亨亨  議議員員（（７７ペペーージジ））  

  ①①認認知知症症のの人人のの希希望望ああるる暮暮ららししににつつ

いいてて  

②②物物価価高高騰騰・・経経済済対対策策・・新新型型ココロロナナウウ

イイルルスス対対策策ににつついいてて  

  

（（７７））３３番番  森森田田  紀紀子子議議員員（（８８ペペーージジ））  

  ①①福福祉祉事事業業のの送送迎迎ササーービビススににつついいてて  

②②太太陽陽光光発発電電事事業業ににつついいてて  

  

（（８８））２２番番  伊伊藤藤  英英人人議議員員（（８８ペペーージジ））  

①①ここどどもも家家庭庭セセンンタターーのの設設置置ににつついい

てて    

②②町町民民のの生生活活環環境境ををままももるる  環環境境基基

本本条条例例ににつついいてて（（空空きき家家対対策策とと獣獣害害対対

策策））  

③③町町民民のの生生活活環環境境ををままももるる  環環境境基基

本本条条例例ににつついいてて（（観観光光公公害害対対策策））  
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町
長
１
高
橋
ス
マ
イ
ル
歯
科
の
分
院
と

し
て
、
氷
川
地
区
に
、
た
か
は
し
歯
科
医

院
は
火
曜
日
と
金
曜
日
に
診
療
し
て
い

た
が
歯
科
医
師
の
派
遣
が
で
き
ず
今
年

の
３
月
末
で
閉
院
し
再
開
は
難
し
い
状

況
で
あ
り
古
里
地
区
の
古
里
歯
科
診
療

所
の
み
と
な
っ
た
。
歯
科
医
院
に
通
い
口

腔
ケ
ア
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行
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こ
と
は
高
齢
者
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健
康

維
持
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観
点
か
ら
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重
要
で
あ
る
。
氷
川

地
区
へ
の
歯
科
医
院
招
致
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今
後
、
西
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摩
歯
科
医
師
会
と
の
協
議
の
場
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情
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収
集
し
、
実
現
の
可
能
性
を
探
る
。 

町
長
２
町
の
財
政
の
課
題
は
、
歳
入
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国
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東
京
都
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す
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あ
る
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迎
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れ
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独
自
の
対
策
は
難
し

く
、
東
京
都
と
連
携
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
町
全
域
が
秩
父
多
摩
甲
斐
国
立
公
園

で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
環
境
省
と
も
連
携

し
、
予
防
的
措
置
も
含
め
て
、
町
全
体
の

対
策
を
検
討
し
て
い
く
。  

  

問問  

①①  

氷氷
川川
地地
区区
にに
歯歯
科科
医医
院院
のの
招招
致致
にに
つつ
いい
てて  

②②  

町町
でで
今今
後後
予予
想想
ささ
れれ
るる
財財
政政
面面
のの
課課
題題
にに
つつ
いい
てて  

問問  

ナナ
ララ
枯枯
れれ
のの
状状
況況
にに
つつ
いい
てて  

答 

東
京
都
・
環
境
省
と
も
連
携
し
対
策
を
検
討  

答 

① 

情
報
収
集
し
、
実
現
の
可
能
性
を
探
る 

② 

財
政
環
境
は
厳
し
い
と
認
識  

自民党清新会 

澤本
さわもと

 幹男
みきお

議員 

ガジュマルの会 

相田
あいだ

恵美子
え み こ

議員 
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質質
問問
１１
奥奥
多多
摩摩
町町
のの
歯歯
科科
医医
院院
はは
古古
里里

地地
区区
とと
氷氷
川川
地地
区区
にに
ああ
っっ
たた
がが
、、ここ
のの
春春
、、

氷氷
川川
地地
区区
にに
ああ
るる
高高
橋橋
歯歯
科科
医医
院院
がが
休休
診診

とと
なな
っっ
たた
。。
氷氷
川川
地地
区区
にに
歯歯
科科
医医
院院
がが
なな

いい
とと
小小
河河
内内
地地
区区
・・
日日
原原
地地
区区
のの
高高
齢齢
者者

はは
大大
変変
不不
便便
でで
ああ
るる
。。
食食
べべ
物物
をを
口口
にに
いい

れれ
てて
咀咀
嚼嚼
すす
るる
歯歯
とと
歯歯
周周
組組
織織
がが
大大
切切
でで
、、

健健
康康
をを
保保
ちち
元元
気気
でで
長長
生生
きき
すす
るる
ここ
とと
とと

歯歯
はは
大大
きき
くく
関関
わわ
るる
。。
氷氷
川川
地地
区区
にに
歯歯
科科

医医
院院
のの
招招
致致
にに
つつ
いい
てて
伺伺
うう
。。  

質質
問問
２２
町町
のの
最最
大大
のの
課課
題題
はは
少少
子子
高高
齢齢

化化
のの
問問
題題
でで
ああ
るる
。。
そそ
れれ
にに
伴伴
うう
財財
政政
面面

のの
課課
題題
もも
大大
きき
くく
なな
っっ
てて
いい
るる
。。
人人
口口
減減

少少
とと
高高
齢齢
化化
にに
伴伴
うう
税税
収収
のの
減減
少少
。。
高高
齢齢

化化
なな
どど
にに
伴伴
うう
社社
会会
保保
障障
費費
のの
増増
大大
。。
施施

設設
のの
老老
朽朽
化化
へへ
のの
対対
応応
にに
よよ
るる
投投
資資
的的
経経

費費
のの
増増
大大
等等
がが
ああ
るる
。。
町町
のの
税税
収収
はは
今今
年年

予予
算算
６６
億億
５５
千千
万万
円円
とと
年年
々々
減減
少少
しし
てて
いい

るる
。。
しし
かか
しし
歳歳
出出
のの
扶扶
助助
費費
はは
大大
幅幅
なな
増増

減減
はは
なな
いい
。。
様様
々々
なな
財財
政政
面面
のの
課課
題題
をを
抱抱

ええ
てて
いい
るる
がが
どど
のの
様様
なな
対対
策策
をを
とと
るる
のの
かか
。。  

  

町
長
１
高
橋
ス
マ
イ
ル
歯
科
の
分
院
と

し
て
、
氷
川
地
区
に
、
た
か
は
し
歯
科
医

院
は
火
曜
日
と
金
曜
日
に
診
療
し
て
い

た
が
歯
科
医
師
の
派
遣
が
で
き
ず
今
年

の
３
月
末
で
閉
院
し
再
開
は
難
し
い
状

況
で
あ
り
古
里
地
区
の
古
里
歯
科
診
療

所
の
み
と
な
っ
た
。
歯
科
医
院
に
通
い
口

腔
ケ
ア
を
行
う
こ
と
は
高
齢
者
の
健
康

維
持
の
観
点
か
ら
も
重
要
で
あ
る
。
氷
川

地
区
へ
の
歯
科
医
院
招
致
は
今
後
、
西
多

摩
歯
科
医
師
会
と
の
協
議
の
場
で
情
報

収
集
し
、
実
現
の
可
能
性
を
探
る
。 

町
長
２
町
の
財
政
の
課
題
は
、
歳
入
面
で

は
国
や
東
京
都
の
財
源
に
依
存
す
る
割

合
が
依
然
と
し
て
高
い
状
況
で
あ
る
。
人

口
減
少
や
高
齢
化
に
伴
い
町
税
が
漸
減

し
今
後
も
減
少
傾
向
で
、
歳
出
面
で
は
、

新
庁
舎
建
設
等
の
大
型
事
業
、
更
新
時
期

を
迎
え
て
い
る
公
共
施
設
の
改
修
や
道

路
・
橋
梁
等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
の
多
く

の
支
出
が
見
込
ま
れ
る
。
町
を
取
り
巻
く

財
政
環
境
は
厳
し
い
と
認
識
し
て
い
る
。 

   

質質
問問
カカ
シシ
ノノ
ナナ
ガガ
キキ
クク
イイ
ムム
シシ
がが
媒媒
体体

とと
すす
るる
ナナ
ララ
菌菌
にに
よよ
りり
ミミ
ズズ
ナナ
ララ
等等
がが
枯枯

損損
すす
るる
ここ
とと
をを
「「
ナナ
ララ
枯枯
れれ
」」
とと
いい
うう
。。

ナナ
ララ
枯枯
れれ
はは
２２
００
００
００
年年
頃頃
かか
らら
西西
日日
本本

とと
北北
日日
本本
でで
広広
がが
りり
始始
めめ
、、
東東
京京
都都
でで
はは

２２
００
１１
９９
年年
にに
確確
認認
ささ
れれ
多多
摩摩
地地
区区
のの
雑雑

木木
林林
をを
中中
心心
にに
拡拡
大大
、、
西西
多多
摩摩
のの
山山
間間
部部

のの
樹樹
木木
にに
もも
感感
染染
のの
報報
告告
がが
ああ
るる
。。
奥奥
多多

摩摩
町町
内内
でで
もも
多多
くく
目目
視視
ささ
れれ
るる
よよ
うう
にに
なな

っっ
たた
。。
まま
るる
でで
季季
節節
外外
れれ
のの
紅紅
葉葉
のの
よよ
うう

なな
山山
のの
景景
観観
にに
町町
民民
のの
方方
やや
登登
山山
者者
かか
らら

もも
懸懸
念念
すす
るる
声声
がが
聞聞
かか
れれ
るる
。。  

奥奥
多多
摩摩
町町
第第
２２
次次
環環
境境
基基
本本
計計
画画
でで
はは

「「
ナナ
ララ
枯枯
れれ
はは
本本
町町
でで
はは
確確
認認
ささ
れれ
てて
いい

まま
せせ
んん
・・
・・
」」
とと
のの
認認
識識
でで
ああ
りり
、、
現現
状状

とと
のの
整整
合合
性性
にに
疑疑
問問
をを
感感
じじ
るる
。。
ナナ
ララ
枯枯

れれ
のの
被被
害害
にに
対対
応応
しし
てて
いい
るる
近近
隣隣
のの
自自
治治

体体
のの
取取
りり
組組
みみ
をを
鑑鑑
みみ
るる
とと
、、
町町
もも
ナナ
ララ

枯枯
れれ
のの
調調
査査
・・
対対
策策
にに
早早
急急
にに
取取
りり
組組
むむ

必必
要要
がが
ああ
るる
とと
思思
うう
がが
、、
町町
のの
所所
見見
をを
伺伺

うう
。。  

  

町
長
本
年
に
入
り
、
東
京
都
環
境
局
多
摩

環
境
事
務
所
所
属
の
奥
多
摩
地
区
担
当

の
東
京
都
レ
ン
ジ
ャ
ー
等
の
町
内
関
係

機
関
を
通
じ
て
、
町
内
の
ナ
ラ
枯
れ
を
把

握
し
た
。
状
況
は
、
主
に
町
内
の
東
側
、

青
梅
市
と
隣
接
す
る
高
水
三
山
や
御
岳

山
周
辺
の
区
域
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

日
本
森
林
学
会
誌
に
よ
れ
ば
ナ
ラ
枯
れ

は
標
高
300
メ
ー
ト
ル
以
下
で
多
く
発
生

す
る
が
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
に
よ
り
標

高
１
０
０
０
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
被
害

も
確
認
さ
れ
て
お
り
、
当
町
の
山
林
の
状

況
を
鑑
み
る
と
、
最
悪
の
場
合
、
ほ
ぼ
全

域
に
拡
大
す
る
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
広
大
な
山
林
を
有
す
る

当
町
に
お
い
て
、
町
独
自
の
対
策
は
難
し

く
、
東
京
都
と
連
携
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
町
全
域
が
秩
父
多
摩
甲
斐
国
立
公
園

で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
環
境
省
と
も
連
携

し
、
予
防
的
措
置
も
含
め
て
、
町
全
体
の

対
策
を
検
討
し
て
い
く
。  

  

問問  

①①  

氷氷
川川
地地
区区
にに
歯歯
科科
医医
院院
のの
招招
致致
にに
つつ
いい
てて  

②②  

町町
でで
今今
後後
予予
想想
ささ
れれ
るる
財財
政政
面面
のの
課課
題題
にに
つつ
いい
てて  

問問  

ナナ
ララ
枯枯
れれ
のの
状状
況況
にに
つつ
いい
てて  

答 

東
京
都
・
環
境
省
と
も
連
携
し
対
策
を
検
討  

答 

① 

情
報
収
集
し
、
実
現
の
可
能
性
を
探
る 

② 

財
政
環
境
は
厳
し
い
と
認
識  

自民党清新会 

澤本
さわもと

 幹男
みきお

議員 

ガジュマルの会 

相田
あいだ

恵美子
え み こ

議員 

令和 6年 11月５日発行町 議 会 だ よ り第 211 号（5）

自民党清新会

澤
さわもと

本　幹
み き お

男議員

ガジュマルの会

相
あ い だ

田恵
え み こ

美子議員

問答
①
氷
川
地
区
に
歯
科
医
院
の
招
致
に
つ
い
て

②
町
で
今
後
予
想
さ
れ
る
財
政
面
の
課
題
に
つ
い
て

①
情
報
収
集
し
、
実
現
の
可
能
性
を
探
る

②
財
政
環
境
は
厳
し
い
と
認
識

問答

ナ
ラ
枯
れ
の
状
況
に
つ
い
て

東
京
都
・
環
境
省
と
も
連
携
し
対
策
を
検
討



 6  
質質
問問
町町
でで
はは
、、
多多
くく
のの
高高
齢齢
者者
のの
方方
がが
農農

作作
業業
にに
励励
みみ
、、
農農
作作
物物
づづ
くく
りり
をを
楽楽
しし
んん

でで
いい
るる
。。
しし
かか
しし
、、
収収
穫穫
目目
前前
にに
野野
生生
動動

物物
、、
特特
にに
猿猿
にに
農農
作作
物物
をを
取取
らら
れれ
、、
耕耕
作作

意意
欲欲
をを
失失
っっ
てて
いい
るる
方方
がが
多多
いい
。。
電電
気気
柵柵

をを
設設
置置
しし
てて
いい
るる
方方
もも
いい
るる
がが
、、
多多
くく
はは

爆爆
竹竹
やや
ロロ
ケケ
ッッ
トト
花花
火火
でで
追追
いい
払払
いい
凌凌
いい

でで
いい
るる
。。
でで
もも
、、
根根
本本
的的
なな
対対
策策
にに
はは
なな

っっ
てて
いい
なな
いい
。。
特特
にに
、、
今今
年年
はは
猿猿
のの
行行
動動
・・

生生
態態
にに
大大
きき
なな
変変
化化
がが
見見
らら
れれ
るる
。。
そそ
れれ

はは
、、
今今
まま
でで
以以
上上
にに
畑畑
やや
敷敷
地地
内内
にに
我我
がが

物物
顔顔
でで
入入
りり
込込
んん
でで
いい
るる
ここ
とと
やや
人人
間間
をを

恐恐
れれ
なな
いい
大大
胆胆
ささ
をを
身身
にに
付付
けけ
てて
きき
てて
いい

るる
ここ
とと
でで
ああ
るる
。。
又又
、、
子子
猿猿
のの
数数
がが
多多
いい

ここ
とと
もも
問問
題題
でで
ああ
るる
。。
今今
ここ
ここ
でで
根根
本本
的的

なな
対対
策策
をを
打打
たた
なな
けけ
れれ
ばば
、、
猿猿
被被
害害
をを
止止

めめ
るる
ここ
とと
はは
でで
きき
なな
いい
。。
そそ
ここ
でで
、、
次次
のの

質質
問問
をを
すす
るる
。。
①①
町町
はは
今今
年年
のの
農農
作作
物物
のの

猿猿
被被
害害
のの
状状
況況
をを
どど
のの
程程
度度
把把
握握
しし
てて
いい

るる
かか
。。
②②
町町
とと
しし
てて
猿猿
被被
害害
にに
対対
すす
るる
根根

本本
的的
なな
対対
策策
をを
どど
うう
考考
ええ
てて
いい
るる
かか
。。 

町
長
①
昨
年
度
の
猿
に
よ
る
農
作
物
へ

の
被
害
は
、
58
件
、
面
積
は
15.1
ア
ー
ル
、

被
害
金
額
は
約
200
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
８
月
末
時
点
、
観
光
産
業
課
に
寄

せ
ら
れ
た
獣
害
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被

害
件
数
は
約
30
件
で
、
昨
年
度
の
被
害

件
数
に
迫
る
件
数
と
な
っ
て
い
る
。
町
で

は
、
引
き
続
き
簡
易
電
気
柵
や
侵
入
防
護

ネ
ッ
ト
の
設
置
、
爆
竹
や
ロ
ケ
ッ
ト
花
火

の
無
償
配
布
の
ほ
か
、
町
猟
友
会
と
連
携

し
、
追
払
い
や
罠
の
設
置
、
状
況
に
応
じ

て
捕
獲
を
行
っ
て
い
る
。
②
具
体
的
な
対

策
と
し
て
は
、
檜
原
村
が
都
環
境
局
と
協

議
の
上
予
定
し
て
い
る
大
規
模
捕
獲
を

参
考
に
、
町
の
実
情
に
応
じ
て
同
様
の
対

策
が
図
れ
な
い
か
、
町
猟
友
会
と
も
連
携

の
う
え
早
急
に
検
討
を
進
め
て
い
く
。
そ

の
一
方
、
都
に
対
し
て
も
「
シ
カ
管
理
計

画
」
と
同
様
に
、
捕
獲
を
含
ん
だ
個
体
数

の
管
理
、
被
害
防
除
対
策
な
ど
を
盛
り
込

ん
だ
「
サ
ル
管
理
計
画
」
に
つ
い
て
早
急

に
策
定
す
る
よ
う
強
く
要
望
し
て
い
く
。 

 

  

質質
問問
今今
年年
にに
なな
っっ
てて
奥奥
多多
摩摩
町町
でで
はは
、、
クク

ママ
のの
目目
撃撃
情情
報報
がが
多多
くく
、、
住住
民民
へへ
のの
被被
害害

をを
心心
配配
しし
てて
いい
るる
。。
クク
ママ
以以
上上
にに
町町
民民
にに

とと
っっ
てて
困困
っっ
てて
いい
るる
のの
がが
「「
ササ
ルル
害害
」」
でで

ああ
るる
。。
農農
作作
物物
のの
耕耕
作作
者者
はは
収収
穫穫
寸寸
前前
のの

野野
菜菜
等等
をを
全全
滅滅
ささ
せせ
らら
れれ
たた
りり
、、
防防
護護
柵柵

をを
作作
っっ
てて
侵侵
入入
をを
防防
いい
でで
いい
るる
がが
、、
うう
まま

くく
いい
っっ
てて
いい
なな
いい
のの
がが
現現
状状
でで
、、
畑畑
をを
耕耕

作作
すす
るる
のの
をを
やや
めめ
たた
いい
とと
いい
うう
住住
民民
もも
いい

るる
。。
そそ
ここ
でで
当当
町町
のの
獣獣
害害
対対
策策
にに
つつ
いい
てて

問問
うう
。。  

①①
獣獣
害害
にに
対対
すす
るる
目目
撃撃
報報
告告
アア
ププ
リリ
がが  

当当
町町
でで
開開
発発
ささ
れれ
たた
。。
アア
ププ
リリ
をを
導導
入入
しし

てて
良良
かか
っっ
たた
点点
にに
つつ
いい
てて
。。  

②②
動動
物物
愛愛
護護
のの
観観
点点
かか
らら
、、
捕捕
獲獲
しし
たた
小小

動動
物物
のの
処処
理理
をを
行行
うう
設設
備備
をを
導導
入入
でで
きき
なな

いい
かか
。。  

③③
クク
ママ
はは
いい
つつ
住住
民民
にに
対対
しし
てて
危危
害害
をを
及及

ぼぼ
すす
かか
予予
測測
でで
きき
なな
いい
たた
めめ
、、
クク
ママ
とと
出出

会会
っっ
たた
場場
合合
にに
取取
るる
べべ
きき
「「
行行
動動
ママ
ニニ
ュュ

アア
ルル
」」
をを
作作
成成
しし
住住
民民
にに
周周
知知
をを
はは
かか
るる

べべ
きき
とと
考考
ええ
るる
がが
。。  

町
長
①
ア
プ
リ
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ

り
報
告
内
容
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
町
猟

友
会
と
共
有
で
き
、
町
内
の
出
没
状
況
を

把
握
で
き
所
管
課
の
獣
害
把
握
の
事
務

軽
減
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
ア
プ

リ
導
入
の
メ
リ
ッ
ト
を
実
感
し
て
い
る
。  

②
ハ
ク
ビ
シ
ン
や
ア
ラ
イ
グ
マ
等
の
小

動
物
は
動
物
愛
護
の
観
点
か
ら
二
酸
化

酸
素
に
よ
り
窒
息
さ
せ
る
装
置
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
費
用
面
の
課
題
は
あ
る
も
の

の
近
隣
市
町
村
の
取
組
を
参
考
に
し
て

い
く
。
③
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
ツ
キ
ノ

ワ
グ
マ
へ
の
対
策
に
つ
い
て
」
掲
載
し
、

そ
の
中
で
「
出
会
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に

は
」
の
項
目
を
設
け
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

所
管
で
あ
る
観
光
産
業
課
に
対
し
「
行
動

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
の
う
え
全
戸
配
布

す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。 

町
と
し
て
、
獣
害
対
策
を
粘
り
強
く
継
続

し
、
近
隣
市
町
村
と
も
連
携
し
、
国
・
都

と
も
一
体
と
な
っ
て
獣
害
対
策
を
強
化
・

推
進
し
て
い
く
。  

問問    

猿猿
被被
害害
対対
策策
にに
つつ
いい
てて  

問問  

町町
内内
にに
おお
けけ
るる
獣獣
害害
対対
策策
にに
つつ
いい
てて  

答 

近近
隣隣
市市
町町
村村
とと
もも
連連
携携
しし
、、
国国
・・
都都
とと
一一
体体
とと  

なな
っっ
てて
獣獣
害害
対対
策策
をを
強強
化化
・・
推推
進進
しし
てて
いい
くく 

答 

檜
原
村
の
大
規
模
捕
獲
と
同
様
の
対
策 

が
図
れ
な
い
か
早
急
に
検
討
を
進
め
る  

自民党清新会 

原島
はらしま

 幸
ゆき

次
つぐ

議員 
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6  
質質
問問
町町
でで
はは
、、
多多
くく
のの
高高
齢齢
者者
のの
方方
がが
農農

作作
業業
にに
励励
みみ
、、
農農
作作
物物
づづ
くく
りり
をを
楽楽
しし
んん

でで
いい
るる
。。
しし
かか
しし
、、
収収
穫穫
目目
前前
にに
野野
生生
動動

物物
、、
特特
にに
猿猿
にに
農農
作作
物物
をを
取取
らら
れれ
、、
耕耕
作作

意意
欲欲
をを
失失
っっ
てて
いい
るる
方方
がが
多多
いい
。。
電電
気気
柵柵

をを
設設
置置
しし
てて
いい
るる
方方
もも
いい
るる
がが
、、
多多
くく
はは

爆爆
竹竹
やや
ロロ
ケケ
ッッ
トト
花花
火火
でで
追追
いい
払払
いい
凌凌
いい

でで
いい
るる
。。
でで
もも
、、
根根
本本
的的
なな
対対
策策
にに
はは
なな

っっ
てて
いい
なな
いい
。。
特特
にに
、、
今今
年年
はは
猿猿
のの
行行
動動
・・

生生
態態
にに
大大
きき
なな
変変
化化
がが
見見
らら
れれ
るる
。。
そそ
れれ

はは
、、
今今
まま
でで
以以
上上
にに
畑畑
やや
敷敷
地地
内内
にに
我我
がが

物物
顔顔
でで
入入
りり
込込
んん
でで
いい
るる
ここ
とと
やや
人人
間間
をを

恐恐
れれ
なな
いい
大大
胆胆
ささ
をを
身身
にに
付付
けけ
てて
きき
てて
いい

るる
ここ
とと
でで
ああ
るる
。。
又又
、、
子子
猿猿
のの
数数
がが
多多
いい

ここ
とと
もも
問問
題題
でで
ああ
るる
。。
今今
ここ
ここ
でで
根根
本本
的的

なな
対対
策策
をを
打打
たた
なな
けけ
れれ
ばば
、、
猿猿
被被
害害
をを
止止

めめ
るる
ここ
とと
はは
でで
きき
なな
いい
。。
そそ
ここ
でで
、、
次次
のの

質質
問問
をを
すす
るる
。。
①①
町町
はは
今今
年年
のの
農農
作作
物物
のの

猿猿
被被
害害
のの
状状
況況
をを
どど
のの
程程
度度
把把
握握
しし
てて
いい

るる
かか
。。
②②
町町
とと
しし
てて
猿猿
被被
害害
にに
対対
すす
るる
根根

本本
的的
なな
対対
策策
をを
どど
うう
考考
ええ
てて
いい
るる
かか
。。 

町
長
①
昨
年
度
の
猿
に
よ
る
農
作
物
へ

の
被
害
は
、
58
件
、
面
積
は
15.1
ア
ー
ル
、

被
害
金
額
は
約
200
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
８
月
末
時
点
、
観
光
産
業
課
に
寄

せ
ら
れ
た
獣
害
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被

害
件
数
は
約
30
件
で
、
昨
年
度
の
被
害

件
数
に
迫
る
件
数
と
な
っ
て
い
る
。
町
で

は
、
引
き
続
き
簡
易
電
気
柵
や
侵
入
防
護

ネ
ッ
ト
の
設
置
、
爆
竹
や
ロ
ケ
ッ
ト
花
火

の
無
償
配
布
の
ほ
か
、
町
猟
友
会
と
連
携

し
、
追
払
い
や
罠
の
設
置
、
状
況
に
応
じ

て
捕
獲
を
行
っ
て
い
る
。
②
具
体
的
な
対

策
と
し
て
は
、
檜
原
村
が
都
環
境
局
と
協

議
の
上
予
定
し
て
い
る
大
規
模
捕
獲
を

参
考
に
、
町
の
実
情
に
応
じ
て
同
様
の
対

策
が
図
れ
な
い
か
、
町
猟
友
会
と
も
連
携

の
う
え
早
急
に
検
討
を
進
め
て
い
く
。
そ

の
一
方
、
都
に
対
し
て
も
「
シ
カ
管
理
計

画
」
と
同
様
に
、
捕
獲
を
含
ん
だ
個
体
数

の
管
理
、
被
害
防
除
対
策
な
ど
を
盛
り
込

ん
だ
「
サ
ル
管
理
計
画
」
に
つ
い
て
早
急

に
策
定
す
る
よ
う
強
く
要
望
し
て
い
く
。 

 

  

質質
問問
今今
年年
にに
なな
っっ
てて
奥奥
多多
摩摩
町町
でで
はは
、、
クク

ママ
のの
目目
撃撃
情情
報報
がが
多多
くく
、、
住住
民民
へへ
のの
被被
害害

をを
心心
配配
しし
てて
いい
るる
。。
クク
ママ
以以
上上
にに
町町
民民
にに

とと
っっ
てて
困困
っっ
てて
いい
るる
のの
がが
「「
ササ
ルル
害害
」」
でで

ああ
るる
。。
農農
作作
物物
のの
耕耕
作作
者者
はは
収収
穫穫
寸寸
前前
のの

野野
菜菜
等等
をを
全全
滅滅
ささ
せせ
らら
れれ
たた
りり
、、
防防
護護
柵柵

をを
作作
っっ
てて
侵侵
入入
をを
防防
いい
でで
いい
るる
がが
、、
うう
まま

くく
いい
っっ
てて
いい
なな
いい
のの
がが
現現
状状
でで
、、
畑畑
をを
耕耕

作作
すす
るる
のの
をを
やや
めめ
たた
いい
とと
いい
うう
住住
民民
もも
いい

るる
。。
そそ
ここ
でで
当当
町町
のの
獣獣
害害
対対
策策
にに
つつ
いい
てて

問問
うう
。。  

①①
獣獣
害害
にに
対対
すす
るる
目目
撃撃
報報
告告
アア
ププ
リリ
がが  

当当
町町
でで
開開
発発
ささ
れれ
たた
。。
アア
ププ
リリ
をを
導導
入入
しし

てて
良良
かか
っっ
たた
点点
にに
つつ
いい
てて
。。  

②②
動動
物物
愛愛
護護
のの
観観
点点
かか
らら
、、
捕捕
獲獲
しし
たた
小小

動動
物物
のの
処処
理理
をを
行行
うう
設設
備備
をを
導導
入入
でで
きき
なな

いい
かか
。。  

③③
クク
ママ
はは
いい
つつ
住住
民民
にに
対対
しし
てて
危危
害害
をを
及及

ぼぼ
すす
かか
予予
測測
でで
きき
なな
いい
たた
めめ
、、
クク
ママ
とと
出出

会会
っっ
たた
場場
合合
にに
取取
るる
べべ
きき
「「
行行
動動
ママ
ニニ
ュュ

アア
ルル
」」
をを
作作
成成
しし
住住
民民
にに
周周
知知
をを
はは
かか
るる

べべ
きき
とと
考考
ええ
るる
がが
。。  

町
長
①
ア
プ
リ
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ

り
報
告
内
容
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
町
猟

友
会
と
共
有
で
き
、
町
内
の
出
没
状
況
を

把
握
で
き
所
管
課
の
獣
害
把
握
の
事
務

軽
減
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
ア
プ

リ
導
入
の
メ
リ
ッ
ト
を
実
感
し
て
い
る
。  

②
ハ
ク
ビ
シ
ン
や
ア
ラ
イ
グ
マ
等
の
小

動
物
は
動
物
愛
護
の
観
点
か
ら
二
酸
化

炭
素
に
よ
り
窒
息
さ
せ
る
装
置
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
費
用
面
の
課
題
は
あ
る
も
の

の
近
隣
市
町
村
の
取
組
を
参
考
に
し
て

い
く
。
③
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
ツ
キ
ノ

ワ
グ
マ
へ
の
対
策
に
つ
い
て
」
掲
載
し
、

そ
の
中
で
「
出
会
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に

は
」
の
項
目
を
設
け
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

所
管
で
あ
る
観
光
産
業
課
に
対
し
「
行
動

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
の
う
え
全
戸
配
布

す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。 

町
と
し
て
、
獣
害
対
策
を
粘
り
強
く
継
続

し
、
近
隣
市
町
村
と
も
連
携
し
、
国
・
都

と
も
一
体
と
な
っ
て
獣
害
対
策
を
強
化
・

推
進
し
て
い
く
。  

問問    

猿猿
被被
害害
対対
策策
にに
つつ
いい
てて  

問問  

町町
内内
にに
おお
けけ
るる
獣獣
害害
対対
策策
にに
つつ
いい
てて  

答 

近近
隣隣
市市
町町
村村
とと
もも
連連
携携
しし
、、
国国
・・
都都
とと
一一
体体
とと  

なな
っっ
てて
獣獣
害害
対対
策策
をを
強強
化化
・・
推推
進進
しし
てて
いい
くく 

答 

檜
原
村
の
大
規
模
捕
獲
と
同
様
の
対
策 

が
図
れ
な
い
か
早
急
に
検
討
を
進
め
る  

自民党清新会 

原島
はらしま

 幸
ゆき

次
つぐ

議員 

山なみ会 

高橋
たかはし

 邦
くに

男
お
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問答

猿
被
害
対
策
に
つ
い
て

檜
原
村
の
大
規
模
捕
獲
と
同
様
の
対
策
が
図
れ

な
い
か
早
急
に
検
討
を
進
め
る

問答

町
内
に
お
け
る
獣
害
対
策
に
つ
い
て

近
隣
市
町
村
と
も
連
携
し
、
国
・
都
と
一
体
と 

な
っ
て
獣
害
対
策
を
強
化
・
推
進
し
て
い
く



 7  
質質
問問
町町
がが
管管
理理
すす
るる
道道
路路
はは
町町
道道
やや
林林

道道
、、
農農
道道
がが
ああ
るる
。。
奥奥
多多
摩摩
町町
はは
東東
京京
都都

のの
約約
1100
％％
のの
面面
積積
をを
有有
しし
都都
内内
でで
最最
もも

大大
きき
いい
町町
でで
ああ
るる
。。
ここ
のの
広広
大大
なな
面面
積積
のの

道道
路路
をを
限限
らら
れれ
たた
予予
算算
でで
維維
持持
管管
理理
すす
るる

事事
にに
はは
苦苦
慮慮
しし
てて
いい
るる
もも
のの
とと
思思
わわ
れれ
るる
。。

自自
然然
災災
害害
やや
老老
朽朽
化化
にに
よよ
るる
補補
修修
やや
各各
自自

治治
会会
のの
要要
望望
もも
多多
数数
くく
、、
寄寄
せせ
らら
れれ
てて
いい

るる
もも
のの
とと
思思
うう
。。
一一
方方
でで
道道
路路
環環
境境
美美
化化

活活
動動
とと
しし
てて
「「
アア
ダダ
ププ
トト
・・
アア
・・
ロロ
ーー
ドド
」」

事事
業業
がが
存存
在在
すす
るる
。。
ここ
れれ
はは
町町
民民
がが
ボボ
ララ

ンン
テテ
ィィ
アア
でで
道道
路路
のの
環環
境境
美美
化化
をを
行行
うう
活活

動動
でで
ああ
るる
。。
参参
加加
資資
格格
はは
２２
人人
以以
上上
でで
構構

成成
ささ
れれ
るる
団団
体体
でで
ああ
れれ
ばば
自自
治治
会会
、、
子子
供供

会会
なな
どど
のの
ほほ
かか
任任
意意
のの
団団
体体
でで
もも
可可
能能
でで

ああ
るる
。。
活活
動動
内内
容容
はは
自自
主主
的的
にに
ゴゴ
ミミ
のの
清清

掃掃
、、
除除
草草
やや
花花
植植
ええ
活活
動動
なな
どど
をを
行行
いい
、、

ここ
れれ
にに
対対
しし
てて
行行
政政
がが
支支
援援
をを
行行
うう
。。  

以以
下下
、、
問問
うう
。。  

①①
今今
後後
のの
道道
路路
整整
備備
計計
画画
にに
つつ
いい
てて
。。  

②②
アア
ダダ
ププ
トト
・・
アア
・・
ロロ
ーー
ドド
事事
業業
のの
実実
績績

やや
今今
後後
のの
活活
動動
推推
奨奨
にに
つつ
いい
てて
。。  

町
長
町
が
管
理
し
て
い
る
認
定
道
路
は

337
路
線
、
総
延
長
250

Ｋｍ
に
及
ぶ
。
ま
た

林
道
24
路
線
、
農
道
9
路
線
合
わ
せ
て

41

Km
の
道
路
も
維
持
管
理
し
て
い
る
。 

①
今
後
の
道
路
整
備
計
画
は
第
５
期
長

期
総
合
計
画
に
基
づ
き
、
東
京
都
の
財
政

支
援
を
受
け
市
町
村
土
木
補
助
事
業
を

活
用
し
て
道
路
の
新
設
・
改
良
を
継
続
的

に
計
画
し
て
い
る
。
現
在
７
路
線
の
事
業

を
実
施
し
て
お
り
、
小
規
模
事
業
は
町
単

独
で
行
い
、
安
全
対
策
を
計
画
的
に
進
め

て
い
る
。
町
内
の
道
路
の
多
く
は
50
年

以
上
経
過
し
て
お
り
補
強
や
補
修
は
緊

急
性
の
高
い
も
の
か
ら
優
先
的
に
取
組

み
、
道
路
維
持
管
理
に
努
め
て
い
く
。 

②
近
隣
の
市
町
村
で
も
ア
ダ
プ
ト
制
度

で
道
路
や
公
園
な
ど
の
美
化
活
動
に
取

組
ん
で
い
る
。
町
で
は
公
共
施
設
ア
ダ
プ

ト
制
度
実
施
要
綱
を
平
成
30
年
に
制
定

し
、
現
在
３
団
体
で
23
名
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
広
報

活
動
に
努
め
る
。 

    

質質
問問
１１
認認
知知
症症
診診
断断
にに
かか
かか
るる
検検
査査
費費

用用
にに
つつ
いい
てて
、、
無無
料料
やや
一一
部部
負負
担担
とと
いい
うう

形形
にに
でで
きき
なな
いい
かか
。。  

質質
問問
２２
①①
介介
護護
ササ
ーー
ビビ
スス
事事
業業
所所
、、
特特
別別

養養
護護
老老
人人
ホホ
ーー
ムム
、、
保保
育育
所所
等等
へへ
のの
物物
価価

高高
騰騰
にに
対対
すす
るる
負負
担担
軽軽
減減
支支
援援
策策
はは
。。
②②

障障
がが
いい
者者
支支
援援
施施
設設
、、
障障
がが
いい
福福
祉祉
ササ
ーー

ビビ
スス
事事
業業
所所
等等
にに
対対
すす
るる
支支
援援
策策
はは
。。
③③

1100
月月
かか
らら
定定
期期
接接
種種
とと
なな
るる
新新
型型
ココ
ロロ

ナナ
ワワ
クク
チチ
ンン
接接
種種
にに
つつ
いい
てて
年年
金金
生生
活活
者者

のの
高高
齢齢
者者
等等
にに
対対
すす
るる
負負
担担
軽軽
減減
策策
はは
。。 

町
長
１
認
知
症
検
査
に
お
け
る
自
己
負

担
を
助
成
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
多
く
の

財
源
が
必
要
と
な
る
こ
と
、
ま
た
、
健
診

を
行
う
医
療
機
関
、
医
師
会
等
と
の
調
整

も
必
要
と
な
る
な
ど
、
実
施
す
る
た
め
に

は
多
く
の
課
題
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で

あ
り
、
現
時
点
で
は
実
施
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
。
認
知
症
に
対
す
る
対
応
は
、

今
後
ま
す
ま
す
増
加
す
る
中
、
認
知
症
検

査
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
誰
も
が
実
感

す
る
が
、
現
在
の
制
度
で
は
難
し
い
。 

町
長
２
①
②
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
も

国
の
交
付
金
を
活
用
し
様
々
な
対
策
を

実
施
。｢

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金｣

を
活
用
し
、

24
時
間
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
っ
て
い
る

７
事
業
所
を
対
象
に
、
合
計
３
千
570
万

円
を
支
給
。
ま
た
、｢

保
育
所
等
物
価
高
騰

緊
急
対
策
事
業
補
助
金｣

を
活
用
し
、
補

助
を
実
施
。
高
齢
者
福
祉
施
設
へ
の
財
政

的
支
援
に
つ
い
て
、
国
や
都
か
ら
の
財
源

が
な
い
と
町
単
独
で
の
実
施
は
難
し
い
。

今
後
財
源
が
示
さ
れ
た
段
階
で
検
討
す

る
。
③
65
歳
以
上(

60
～
64
歳
で
身
体

障
害
者
手
帳
１
級
相
当
の
方)

を
対
象
に
、

接
種
費
用
約
１
万
５
千
３
百
円
か
ら
国

の
基
金
か
ら
の
助
成
金
８
千
３
百
円
を

除
い
た
約
７
千
円
が
自
己
負
担
と
な
る

が
、
1
人
あ
た
り
約
３
千
５
百
円
を
町

が
負
担
す
る
こ
と
で
軽
減
策
を
図
る
。 

  

問問  

町町
がが
管管
理理
すす
るる
道道
路路
状状
況況
にに
つつ
いい
てて  

答 

緊
急
性
の
高
い
も
の
か
ら
優
先
的
に
取
り
組
む 

問問  

①①
認認
知知
症症
のの
人人
のの
希希
望望
ああ
るる
暮暮
らら
しし
にに
つつ
いい
てて  

②②
物物
価価
高高
騰騰
・・
経経
済済
対対
策策
・・
新新
型型
ココ
ロロ
ナナ
ウウ
イイ
ルル
スス
対対
策策
にに
つつ
いい
てて  

答 

①
認
知
症
の
診
断
に
か
か
る
検
査
費
用
に
つ
い
て
無
料
や
一
部
負
担
と 

い
う
形
は
現
在
の
制
度
で
は
難
し
い 

②
自
己
負
担
額
の
軽
減
策
を
図
る 

自民党清新会 

榎戸
えのきど

 雄一
ゆういち

議員 

公明党 

宮野
みやの

 亨
とおる

議員 

住
民
が
医
療
機
関
で
支
払
う
金
額

は
、
２
千
５
百
円
と
な
る
。 

 7  
質質
問問
町町
がが
管管
理理
すす
るる
道道
路路
はは
町町
道道
やや
林林

道道
、、
農農
道道
がが
ああ
るる
。。
奥奥
多多
摩摩
町町
はは
東東
京京
都都

のの
約約
1100
％％
のの
面面
積積
をを
有有
しし
都都
内内
でで
最最
もも

大大
きき
いい
町町
でで
ああ
るる
。。
ここ
のの
広広
大大
なな
面面
積積
のの

道道
路路
をを
限限
らら
れれ
たた
予予
算算
でで
維維
持持
管管
理理
すす
るる

事事
にに
はは
苦苦
慮慮
しし
てて
いい
るる
もも
のの
とと
思思
わわ
れれ
るる
。。

自自
然然
災災
害害
やや
老老
朽朽
化化
にに
よよ
るる
補補
修修
やや
各各
自自

治治
会会
のの
要要
望望
もも
数数
多多
くく
、、
寄寄
せせ
らら
れれ
てて
いい

るる
もも
のの
とと
思思
うう
。。
一一
方方
でで
道道
路路
環環
境境
美美
化化

活活
動動
とと
しし
てて
「「
アア
ダダ
ププ
トト
・・
アア
・・
ロロ
ーー
ドド
」」

事事
業業
がが
存存
在在
すす
るる
。。
ここ
れれ
はは
町町
民民
がが
ボボ
ララ

ンン
テテ
ィィ
アア
でで
道道
路路
のの
環環
境境
美美
化化
をを
行行
うう
活活

動動
でで
ああ
るる
。。
参参
加加
資資
格格
はは
２２
人人
以以
上上
でで
構構

成成
ささ
れれ
るる
団団
体体
でで
ああ
れれ
ばば
自自
治治
会会
、、
子子
供供

会会
なな
どど
のの
ほほ
かか
任任
意意
のの
団団
体体
でで
もも
可可
能能
でで

ああ
るる
。。
活活
動動
内内
容容
はは
自自
主主
的的
にに
ゴゴ
ミミ
のの
清清

掃掃
、、
除除
草草
やや
花花
植植
ええ
活活
動動
なな
どど
をを
行行
いい
、、

ここ
れれ
にに
対対
しし
てて
行行
政政
がが
支支
援援
をを
行行
うう
。。  

以以
下下
、、
問問
うう
。。  

①①
今今
後後
のの
道道
路路
整整
備備
計計
画画
にに
つつ
いい
てて
。。  

②②
アア
ダダ
ププ
トト
・・
アア
・・
ロロ
ーー
ドド
事事
業業
のの
実実
績績

やや
今今
後後
のの
活活
動動
推推
奨奨
にに
つつ
いい
てて
。。  

町
長
町
が
管
理
し
て
い
る
認
定
道
路
は

337
路
線
、
総
延
長
250

Ｋｍ
に
及
ぶ
。
ま
た

林
道
24
路
線
、
農
道
9
路
線
合
わ
せ
て

41

Ｋｍ
の
道
路
も
維
持
管
理
し
て
い
る
。 

①
今
後
の
道
路
整
備
計
画
は
第
５
期
長

期
総
合
計
画
に
基
づ
き
、
東
京
都
の
財
政

支
援
を
受
け
市
町
村
土
木
補
助
事
業
を

活
用
し
て
道
路
の
新
設
・
改
良
を
継
続
的

に
計
画
し
て
い
る
。
現
在
７
路
線
の
事
業

を
実
施
し
て
お
り
、
小
規
模
事
業
は
町
単

独
で
行
い
、
安
全
対
策
を
計
画
的
に
進
め

て
い
る
。
町
内
の
道
路
の
多
く
は
50
年

以
上
経
過
し
て
お
り
補
強
や
補
修
は
緊

急
性
の
高
い
も
の
か
ら
優
先
的
に
取
組

み
、
道
路
維
持
管
理
に
努
め
て
い
く
。 

②
近
隣
の
市
町
村
で
も
ア
ダ
プ
ト
制
度

で
道
路
や
公
園
な
ど
の
美
化
活
動
に
取

組
ん
で
い
る
。
町
で
は
公
共
施
設
ア
ダ
プ

ト
制
度
実
施
要
綱
を
平
成
30
年
に
制
定

し
、
現
在
３
団
体
で
23
名
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
広
報

活
動
に
努
め
る
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。。  
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護護
ササ
ーー
ビビ
スス
事事
業業
所所
、、
特特
別別

養養
護護
老老
人人
ホホ
ーー
ムム
、、
保保
育育
所所
等等
へへ
のの
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価価

高高
騰騰
にに
対対
すす
るる
負負
担担
軽軽
減減
支支
援援
策策
はは
。。
②②
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がが
いい
者者
支支
援援
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設設
、、
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がが
いい
福福
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ササ
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事事
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にに
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支支
援援
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1100
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期期
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るる
新新
型型
ココ
ロロ

ナナ
ワワ
クク
チチ
ンン
接接
種種
にに
つつ
いい
てて
年年
金金
生生
活活
者者

のの
高高
齢齢
者者
等等
にに
対対
すす
るる
負負
担担
軽軽
減減
策策
はは
。。 

町
長
１
認
知
症
検
査
に
お
け
る
自
己
負

担
を
助
成
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
多
く
の

財
源
が
必
要
と
な
る
こ
と
、
ま
た
、
健
診

を
行
う
医
療
機
関
、
医
師
会
等
と
の
調
整

も
必
要
と
な
る
な
ど
、
実
施
す
る
た
め
に

は
多
く
の
課
題
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で

あ
り
、
現
時
点
で
は
実
施
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
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認
知
症
に
対
す
る
対
応
は
、

今
後
ま
す
ま
す
増
加
す
る
中
、
認
知
症
検

査
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
誰
も
が
実
感

す
る
が
、
現
在
の
制
度
で
は
難
し
い
。 

町
長
２
①
②
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
も

国
の
交
付
金
を
活
用
し
様
々
な
対
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を
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。｢
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コ
ロ
ナ
ウ
イ
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ス
感
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応
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方
創
生
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時
交
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を
活
用
し
、

24
時
間
サ
ー
ビ
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提
供
を
行
っ
て
い
る

７
事
業
所
を
対
象
に
、
合
計
３
千
570
万
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を
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ま
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保
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所
等
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て
、
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都
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の
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源

が
な
い
と
町
単
独
で
の
実
施
は
難
し
い
。

今
後
財
源
が
示
さ
れ
た
段
階
で
検
討
す

る
。
③
65
歳
以
上(

60
～
64
歳
で
身
体

障
害
者
手
帳
１
級
相
当
の
方)

を
対
象
に
、

接
種
費
用
約
１
万
５
千
３
百
円
か
ら
国

の
基
金
か
ら
の
助
成
金
８
千
３
百
円
を

除
い
た
約
７
千
円
が
自
己
負
担
と
な
る

が
、
1
人
あ
た
り
約
３
千
５
百
円
を
町

が
負
担
す
る
こ
と
で
軽
減
策
を
図
る
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の
高
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も
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先
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に
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の
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に
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用
に
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や
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在
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で
は
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し
い 

②
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己
負
担
額
の
軽
減
策
を
図
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自民党清新会 
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 雄一
ゆういち

議員 

公明党 

宮野
みやの

 亨
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議員 

住
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医
療
機
関
で
支
払
う
金
額

は
、
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５
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問問
町町
がが
管管
理理
すす
るる
道道
路路
はは
町町
道道
やや
林林

道道
、、
農農
道道
がが
ああ
るる
。。
奥奥
多多
摩摩
町町
はは
東東
京京
都都

のの
約約
1100
％％
のの
面面
積積
をを
有有
しし
都都
内内
でで
最最
もも

大大
きき
いい
町町
でで
ああ
るる
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ここ
のの
広広
大大
なな
面面
積積
のの

道道
路路
をを
限限
らら
れれ
たた
予予
算算
でで
維維
持持
管管
理理
すす
るる

事事
にに
はは
苦苦
慮慮
しし
てて
いい
るる
もも
のの
とと
思思
わわ
れれ
るる
。。

自自
然然
災災
害害
やや
老老
朽朽
化化
にに
よよ
るる
補補
修修
やや
各各
自自

治治
会会
のの
要要
望望
もも
数数
多多
くく
、、
寄寄
せせ
らら
れれ
てて
いい

るる
もも
のの
とと
思思
うう
。。
一一
方方
でで
道道
路路
環環
境境
美美
化化

活活
動動
とと
しし
てて
「「
アア
ダダ
ププ
トト
・・
アア
・・
ロロ
ーー
ドド
」」

事事
業業
がが
存存
在在
すす
るる
。。
ここ
れれ
はは
町町
民民
がが
ボボ
ララ

ンン
テテ
ィィ
アア
でで
道道
路路
のの
環環
境境
美美
化化
をを
行行
うう
活活

動動
でで
ああ
るる
。。
参参
加加
資資
格格
はは
２２
人人
以以
上上
でで
構構

成成
ささ
れれ
るる
団団
体体
でで
ああ
れれ
ばば
自自
治治
会会
、、
子子
供供

会会
なな
どど
のの
ほほ
かか
任任
意意
のの
団団
体体
でで
もも
可可
能能
でで

ああ
るる
。。
活活
動動
内内
容容
はは
自自
主主
的的
にに
ゴゴ
ミミ
のの
清清

掃掃
、、
除除
草草
やや
花花
植植
ええ
活活
動動
なな
どど
をを
行行
いい
、、

ここ
れれ
にに
対対
しし
てて
行行
政政
がが
支支
援援
をを
行行
うう
。。  

以以
下下
、、
問問
うう
。。  

①①
今今
後後
のの
道道
路路
整整
備備
計計
画画
にに
つつ
いい
てて
。。  

②②
アア
ダダ
ププ
トト
・・
アア
・・
ロロ
ーー
ドド
事事
業業
のの
実実
績績

やや
今今
後後
のの
活活
動動
推推
奨奨
にに
つつ
いい
てて
。。  

町
長
町
が
管
理
し
て
い
る
認
定
道
路
は

337
路
線
、
総
延
長
250

Ｋｍ
に
及
ぶ
。
ま
た

林
道
24
路
線
、
農
道
9
路
線
合
わ
せ
て

41

Ｋｍ
の
道
路
も
維
持
管
理
し
て
い
る
。 

①
今
後
の
道
路
整
備
計
画
は
第
５
期
長

期
総
合
計
画
に
基
づ
き
、
東
京
都
の
財
政

支
援
を
受
け
市
町
村
土
木
補
助
事
業
を

活
用
し
て
道
路
の
新
設
・
改
良
を
継
続
的

に
計
画
し
て
い
る
。
現
在
７
路
線
の
事
業

を
実
施
し
て
お
り
、
小
規
模
事
業
は
町
単

独
で
行
い
、
安
全
対
策
を
計
画
的
に
進
め

て
い
る
。
町
内
の
道
路
の
多
く
は
50
年

以
上
経
過
し
て
お
り
補
強
や
補
修
は
緊

急
性
の
高
い
も
の
か
ら
優
先
的
に
取
組

み
、
道
路
維
持
管
理
に
努
め
て
い
く
。 

②
近
隣
の
市
町
村
で
も
ア
ダ
プ
ト
制
度

で
道
路
や
公
園
な
ど
の
美
化
活
動
に
取

組
ん
で
い
る
。
町
で
は
公
共
施
設
ア
ダ
プ

ト
制
度
実
施
要
綱
を
平
成
30
年
に
制
定

し
、
現
在
３
団
体
で
23
名
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
広
報

活
動
に
努
め
る
。 

    

質質
問問
１１
認認
知知
症症
診診
断断
にに
かか
かか
るる
検検
査査
費費

用用
にに
つつ
いい
てて
、、
無無
料料
やや
一一
部部
負負
担担
とと
いい
うう

形形
にに
でで
きき
なな
いい
かか
。。  

質質
問問
２２
①①
介介
護護
ササ
ーー
ビビ
スス
事事
業業
所所
、、
特特
別別

養養
護護
老老
人人
ホホ
ーー
ムム
、、
保保
育育
所所
等等
へへ
のの
物物
価価

高高
騰騰
にに
対対
すす
るる
負負
担担
軽軽
減減
支支
援援
策策
はは
。。
②②

障障
がが
いい
者者
支支
援援
施施
設設
、、
障障
がが
いい
福福
祉祉
ササ
ーー

ビビ
スス
事事
業業
所所
等等
にに
対対
すす
るる
支支
援援
策策
はは
。。
③③

1100
月月
かか
らら
定定
期期
接接
種種
とと
なな
るる
新新
型型
ココ
ロロ

ナナ
ワワ
クク
チチ
ンン
接接
種種
にに
つつ
いい
てて
年年
金金
生生
活活
者者

のの
高高
齢齢
者者
等等
にに
対対
すす
るる
負負
担担
軽軽
減減
策策
はは
。。 

町
長
１
認
知
症
検
査
に
お
け
る
自
己
負

担
を
助
成
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
多
く
の

財
源
が
必
要
と
な
る
こ
と
、
ま
た
、
健
診

を
行
う
医
療
機
関
、
医
師
会
等
と
の
調
整

も
必
要
と
な
る
な
ど
、
実
施
す
る
た
め
に

は
多
く
の
課
題
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で

あ
り
、
現
時
点
で
は
実
施
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
。
認
知
症
に
対
す
る
対
応
は
、

今
後
ま
す
ま
す
増
加
す
る
中
、
認
知
症
検

査
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
誰
も
が
実
感

す
る
が
、
現
在
の
制
度
で
は
難
し
い
。 

町
長
２
①
②
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
も

国
の
交
付
金
を
活
用
し
様
々
な
対
策
を

実
施
。｢

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金｣

を
活
用
し
、

24
時
間
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
っ
て
い
る

７
事
業
所
を
対
象
に
、
合
計
３
千
570
万

円
を
支
給
。
ま
た
、｢

保
育
所
等
物
価
高
騰

緊
急
対
策
事
業
補
助
金｣

を
活
用
し
、
補

助
を
実
施
。
高
齢
者
福
祉
施
設
へ
の
財
政

的
支
援
に
つ
い
て
、
国
や
都
か
ら
の
財
源

が
な
い
と
町
単
独
で
の
実
施
は
難
し
い
。

今
後
財
源
が
示
さ
れ
た
段
階
で
検
討
す

る
。
③
65
歳
以
上(

60
～
64
歳
で
身
体

障
害
者
手
帳
１
級
相
当
の
方)

を
対
象
に
、

接
種
費
用
約
１
万
５
千
３
百
円
か
ら
国

の
基
金
か
ら
の
助
成
金
８
千
３
百
円
を

除
い
た
約
７
千
円
が
自
己
負
担
と
な
る

が
、
1
人
あ
た
り
約
３
千
５
百
円
を
町

が
負
担
す
る
こ
と
で
軽
減
策
を
図
る
。 

  

問問  

町町
がが
管管
理理
すす
るる
道道
路路
状状
況況
にに
つつ
いい
てて  

答 

緊
急
性
の
高
い
も
の
か
ら
優
先
的
に
取
り
組
む 

問問  

①①
認認
知知
症症
のの
人人
のの
希希
望望
ああ
るる
暮暮
らら
しし
にに
つつ
いい
てて  

②②
物物
価価
高高
騰騰
・・
経経
済済
対対
策策
・・
新新
型型
ココ
ロロ
ナナ
ウウ
イイ
ルル
スス
対対
策策
にに
つつ
いい
てて  

答 

①
認
知
症
の
診
断
に
か
か
る
検
査
費
用
に
つ
い
て
無
料
や
一
部
負
担
と 

い
う
形
は
現
在
の
制
度
で
は
難
し
い 

②
自
己
負
担
額
の
軽
減
策
を
図
る 

自民党清新会 

榎戸
えのきど

 雄一
ゆういち

議員 

公明党 

宮野
みやの

 亨
とおる

議員 

住
民
が
医
療
機
関
で
支
払
う
金
額

は
、
２
千
５
百
円
と
な
る
。 

令和 6年 11月５日発行町 議 会 だ よ り第 211 号（7）

自民党清新会

榎
えのきど

戸　雄
ゆういち

一議員

公明党

宮
み や の

野　　亨
とおる

議員

問答
町
が
管
理
す
る
道
路
状
況
に
つ
い
て

緊
急
性
の
高
い
も
の
か
ら
優
先
的
に
取
り
組
む

問答

①
認
知
症
の
人
の
希
望
あ
る
暮
ら
し
に
つ
い
て

②
物
価
高
騰
・
経
済
対
策
・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル  

 

ス
対
策
に
つ
い
て

①
認
知
症
の
診
断
に
か
か
る
検
査
費
用
に
つ
い

て
無
料
や
一
部
負
担
と
い
う
形
は
現
在
の
制
度

で
は
難
し
い 

②
自
己
負
担
額
の
軽
減
策
を
図
る



 8  
質質
問問
現現
在在
奥奥
多多
摩摩
町町
でで
はは
送送
迎迎
をを
含含
むむ
新新

しし
いい
福福
祉祉
ササ
ーー
ビビ
スス
とと
しし
てて
、、
チチ
ーー
ムム
オオ

レレ
ンン
ジジ
にに
よよ
るる
「「
来来
るる
っっ
くく
～～
」」、、
おお
太太
助助

隊隊
にに
よよ
るる
「「
ＴＴ
ＯＯ
ＫＫ
ＹＹ
ＯＯ
長長
寿寿
ふふ
れれ
ああ
いい

食食
堂堂
事事
業業
」」
がが
始始
動動
しし
、、
多多
くく
のの
みみ
なな
ささ
まま

にに
活活
用用
ささ
れれ
てて
いい
るる
。。
両両
事事
業業
とと
もも
ボボ
ララ

ンン
テテ
ィィ
アア
にに
よよ
るる
自自
家家
用用
車車
でで
のの
送送
迎迎
をを

しし
てて
いい
るる
がが
、、
事事
業業
のの
永永
続続
性性
をを
考考
ええ
るる

とと
心心
許許
なな
いい
感感
がが
否否
めめ
なな
いい
。。
現現
在在
軌軌
道道

にに
乗乗
りり
つつ
つつ
ああ
るる
事事
業業
のの
永永
続続
性性
をを
図図
るる

事事
をを
目目
標標
とと
しし
たた
場場
合合
、、
送送
迎迎
用用
のの
車車
がが

必必
須須
とと
なな
るる
。。  

➀➀
ワワ
ゴゴ
ンン
車車
をを
用用
意意
しし
、、
必必
要要
なな
日日
時時
をを

申申
請請
しし
貸貸
出出
しし
がが
でで
きき
るる
かか
。。  

②②
そそ
のの
ワワ
ゴゴ
ンン
車車
はは
ささ
ささ
ええ
ああ
いい
ボボ
ララ
ンン

テテ
ィィ
アア
事事
業業
のの
使使
用用
もも
可可
能能
かか
。。  

③③
貸貸
しし
出出
しし
用用
のの
ワワ
ゴゴ
ンン
車車
をを
運運
転転
すす
るる

ここ
とと
にに
慣慣
れれ
てて
いい
なな
いい
方方
にに
対対
しし
、、
講講
習習

会会
をを
開開
催催
でで
きき
るる
かか
。。 

町
長
所
管
で
あ
る
福
祉
保
健
課
と
社
会 

福
祉
協
議
会
で
検
討
し
た
と
こ
ろ
、 

①
②
③
ワ
ゴ
ン
車
の
新
規
購
入
費
や
維
持

管
理
費
の
た
め
の
予
算
を
ど
う
確
保
す
る

の
か
、
不
特
定
多
数
の
方
が
運
転
す
る
場

合
の
保
険
な
ど
管
理
上
の
問
題
が
あ
る
こ

と
な
ど
、
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
が
多
い
状
況
で
あ
り
、
実
現
に
向
け
て

は
、
さ
ら
に
検
討
が
必
要
で
あ
る
。 

「
来
る
っ
く
～
」
な
ど
、
高
齢
者
を
対
象
と

し
た
新
た
な
事
業
を
継
続
し
て
い
く
た
め

に
は
、
送
迎
の
課
題
に
つ
い
て
解
決
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
毎
週
水
曜

日
に
開
所
し
て
い
る
「
来
る
っ
く
～
」
に
つ

い
て
、
今
後
、
試
験
的
に
庁
用
バ
ス
を
運
行

し
、
利
用
者
の
送
迎
を
行
い
な
が
ら
ど
の

よ
う
な
課
題
が
あ
る
か
検
証
す
る
。「
来
る

っ
く
～
」
及
び
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
長
寿
ふ
れ
あ

い
食
堂
事
業
」
の
新
た
な
事
業
を
継
続
し

て
運
営
し
て
い
く
た
め
に
は
、
運
営
ス
タ

ッ
フ
の
確
保
や
処
遇
等
も
含
め
て
解
決
す

べ
き
問
題
が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
次
年

度
の
事
業
運
営
に
向
け
て
検
討
す
る
。 

  

  

質質
問問
町町
民民
のの
健健
康康
でで
安安
全全
かか
つつ
良良
好好
なな
生生

活活
環環
境境
のの
確確
保保
にに
寄寄
与与
すす
るる
たた
めめ
、、「「
奥奥
多多

摩摩
町町
環環
境境
基基
本本
条条
例例
」」
がが
ああ
るる
がが  

①①
観観
光光
客客
にに
よよ
るる
騒騒
音音
、、
ゴゴ
ミミ
放放
置置
とと
いい

うう
公公
害害
問問
題題
にに
つつ
いい
てて
、、
罰罰
則則
罰罰
金金
等等
のの

考考
ええ
はは
。。  

②②
町町
はは
環環
境境
とと
観観
光光
をを
両両
立立
すす
るる
先先
進進
地地

をを
目目
指指
すす
べべ
きき
。。
町町
主主
体体
のの
環環
境境
保保
全全
のの

啓啓
蒙蒙
はは
。。  

③③
JJRR
東東
日日
本本
管管
内内
のの
車車
両両
でで
のの
広広
報報
にに
よよ

るる
外外
国国
語語
をを
含含
むむ
啓啓
発発
活活
動動
をを
、、
国国
やや
都都

とと
でで
きき
なな
いい
かか
。。  

④④
町町
はは
ゴゴ
ミミ
減減
量量
にに
取取
組組
んん
でで
きき
たた
がが
、、

１１
人人
当当
たた
りり
のの
ゴゴ
ミミ
排排
出出
量量
はは
全全
国国
やや
都都

平平
均均
よよ
りり
多多
くく
、、
処処
理理
経経
費費
もも
同同
規規
模模
のの

町町
村村
よよ
りり
１１
人人
当当
たた
りり
年年
間間
１１
万万
２２
千千
円円

ほほ
どど
高高
いい
。。
要要
因因
のの
一一
つつ
はは
、、
観観
光光
ゴゴ
ミミ
とと

いい
わわ
れれ
るる
。。
回回
収収
しし
たた
観観
光光
ゴゴ
ミミ
のの
年年
間間

総総
量量
等等
はは
。。
削削
減減
等等
のの
対対
策策
はは
。。  

町
長
①
特
に
多
摩
川
の
河
原
で
の
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
や
テ
ン
ト
設
営
に
対
し
、
規
制
・
管

理
も
視
野
に
検
討
し
て
い
く
。 

②
国
内
在
住
の
外
国
籍
の
一
部
の
人
、
飲

酒
し
た
人
の
心
無
い
行
動
と
い
う
視
点
で
、

対
策
の
検
討
を
さ
ら
に
重
ね
て
い
く
。 

③
青
梅
線
車
内
や
奥
多
摩
駅
構
内
で
の
広

報
を
JR
東
日
本
八
王
子
支
社
と
も
協
議

し
、
国
や
都
と
の
実
施
、
補
助
の
活
用
を
研

究
し
て
い
く
。 

④
町
や
観
光
協
会
が
回
収
し
た
観
光
ゴ
ミ

は
、
120
台
分
12
ｔ
。
町
が
配
布
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
袋
は
636
枚
、
20
台
分
２
ｔ
。
計

14
ｔ
。
観
光
ゴ
ミ
の
構
成
比
は
、
町
の
ゴ

ミ
総
量
１
６
５
０
ｔ
に
対
し
0.8
％
、
西
秋

川
衛
生
組
合
負
担
金
７
千
７
百
万
円
に
対

し
62
万
円
と
な
る
。
（
ト
ラ
ッ
ク
1
台
当

た
り
100
㎏
で
概
算
を
算
出
）。 

観
光
協
会
で
ゴ
ミ
袋
を
販
売
、
回
収
し
、
大

型
連
休
と
お
盆
休
み
期
間
は
奥
多
摩
駅
前

で
試
験
的
に
午
後
７
時
ま
で
回
収
。
今
後

の
対
策
は
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
、
選
択
肢
を

関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
く
。 

環
境
保
全
等
の
施
策
を
実
施
す
る
町
の
責

務
を
果
た
し
て
い
く
。 

問問  

福福
祉祉
事事
業業
のの
送送
迎迎
ササ
ーー
ビビ
スス
にに
つつ
いい
てて  

問問  
  

町町
民民
のの
生生
活活
環環
境境
をを
まま
もも
るる  

環環
境境
基基
本本

条条
例例
にに
つつ
いい
てて
（（
観観
光光
公公
害害
対対
策策
））  

答 

条
例
で
規
定
す
る
町
の
責
務
で
あ
る
環

境
保
全
等
の
施
策
を
果
た
し
て
い
く 

答 

次
年
度
の
事
業
運
営
に
向
け
て
検
討
す
る  

どんぐり 

伊藤
いとう

 英人
ひでと

議員 

宇宙会 

森田
もりた

 紀子
のりこ

議員 

令和 6年 11月５日発行 町 議 会 だ よ り 第 211 号（8）

宇宙会

森
も り た

田　紀
の り こ

子議員

どんぐり

伊
い と う

藤　英
ひ で と

人議員

問答

福
祉
事
業
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

次
年
度
の
事
業
運
営
に
向
け
て
検
討
す
る

問答

町
民
の
生
活
環
境
を
ま
も
る
　
環
境
基
本 

条
例
に
つ
い
て
（
観
光
公
害
対
策
）

条
例
で
規
定
す
る
町
の
責
務
で
あ
る
環
境 

保
全
等
の
施
策
を
果
た
し
て
い
く
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**

請請
願願
・・
陳陳
情情**  

  

1122
月月
定定
例例
会会
でで
はは
、、

1111
月月
1155
日日
まま
でで
にに
受受
理理

しし
たた
もも
のの
をを
審審
議議
しし
まま

すす
。。
そそ
れれ
以以
降降
のの
受受
付付
のの

場場
合合
はは
、、
次次
回回
定定
例例
会会
でで

審審
議議
すす
るる
ここ
とと
にに
なな
りり

まま
すす
。。
提提
出出
すす
るる
際際
はは
、、

次次
のの
ここ
とと
にに
ごご
注注
意意
くく

だだ
ささ
いい
。。  

①①
請請
願願
にに
はは
必必
ずず
１１
人人

以以
上上
のの
紹紹
介介
議議
員員
がが

必必
要要
でで
すす
。。
（（
陳陳
情情
はは

不不
要要
でで
すす
））  

②②
請請
願願
・・
陳陳
情情
者者
はは
、、
住住

所所
・・
氏氏
名名
・・
電電
話話
番番
号号

をを
必必
ずず
記記
載載
しし
、、
署署
名名

（（
記記
名名
のの
場場
合合
はは
押押

印印
））
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。  

③③
提提
出出
はは
議議
会会
事事
務務
局局

へへ
ごご
持持
参参
くく
だだ
ささ
いい
。。

（（
郵郵
送送
不不
可可
））  

④④
詳詳
しし
いい
ここ
とと
はは
議議
会会

事事
務務
局局
にに
おお
問問
いい
合合

せせ
くく
だだ
ささ
いい
。。  

  

          

質質
問問
年年
々々
、、
厳厳
しし
くく
なな
るる
猛猛
暑暑
をを
背背
景景
にに
、、

文文
科科
省省
はは
、、
自自
治治
体体
にに
対対
しし
、、
避避
難難
所所
のの

役役
割割
もも
担担
うう
体体
育育
館館
のの
空空
調調
設設
置置
及及
びび
断断

熱熱
性性
確確
保保
をを
進進
めめ
るる
よよ
うう
要要
請請
すす
るる
とと
とと

もも
にに
、、
エエ
アア
ココ
ンン
設設
置置
にに
要要
すす
るる
経経
費費
へへ

のの
補補
助助
にに
係係
るる
補補
助助
率率
をを
引引
きき
上上
げげ
てて
いい

るる
。。
町町
にに
おお
いい
てて
はは
、、
国国
のの
支支
援援
をを
活活
用用

しし
、、
子子
どど
もも
たた
ちち
のの
教教
育育
環環
境境
改改
善善
、、
災災

害害
時時
のの
熱熱
中中
症症
リリ
スス
クク
低低
減減
をを
考考
ええ
、、
学学

校校
体体
育育
館館
のの
空空
調調
設設
備備
設設
置置
にに
踏踏
みみ
出出
すす

べべ
きき
とと
考考
ええ
るる
がが
、、
見見
解解
をを
伺伺
うう
。。  

町
長
小
中
学
校
で
の
授
業
、
部
活
動
や
行

事
で
の
体
育
館
使
用
に
つ
い
て
、
体
育
の

授
業
で
は
小
中
学
校
３
校
と
も
、
６
月
後

半
か
ら
夏
休
み
前
ま
で
、
体
育
館
を
使
用

す
る
頻
度
は
高
く
な
い
。
学
校
行
事
は
児

童
・
生
徒
数
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
暑
さ

指
数
が
高
い
日
は
、
校
舎
の
多
目
的
室
や

グ
リ
ー
ン
ル
ー
ム
と
い
っ
た
空
調
設
備

が
あ
る
特
別
教
室
を
使
用
す
る
ほ
か
、

ICT 

機
器
を
活
用
し
て
映
像
を
各
教
室

に
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
す
る
な
ど
対
応
し

て
い
る
。
体
育
館
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、

暑
さ
指
数
の
把
握
、
窓
開
け
、
大
型
送
風

機
等
の
使
用
、
こ
ま
め
な
水
分
補
給
な
ど

熱
中
症
対
策
に
努
め
て
い
る
。
中
学
校
の

夏
休
み
期
間
中
の
部
活
動
は
、
比
較
的
、

涼
し
い
午
前
中
に
行
う
な
ど
の
対
策
を

行
っ
て
い
る
。
学
校
の
体
育
館
は
、
３
校

と
も
、
断
熱
性
能
が
確
保
さ
れ
て
お
ら
ず
、

国
の
補
助
要
件
と
な
っ
て
い
る
断
熱
確

保
工
事
を
施
工
し
た
場
合
、
１
億
円
強
の

費
用
を
要
す
る
と
算
出
さ
れ
て
い
る
。
学

校
環
境
施
設
環
境
改
善
交
付
金
は
、
対
象

工
事
費
の
上
限
が
７
千
万
円
ま
で
と
な

っ
て
お
り
、
国
か
ら
の
交
付
金
は
３
千
５

百
万
円
が
上
限
と
な
り
、
残
り
に
事
業
債

等
を
充
て
て
も
、
相
当
の
一
般
財
源
が
必

要
と
な
る
た
め
、
現
状
、
空
調
設
備
設
置

は
、
難
し
い
状
況
で
あ
る
。
災
害
時
、
酷

暑
や
厳
冬
期
に
は
避
難
所
と
し
て
の
体

育
館
活
用
を
可
能
な
限
り
避
け
、
現
に
エ

ア
コ
ン
の
あ
る
施
設
、
教
室
等
を
活
用
し

て
い
く
こ
と
が
現
実
的
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。  

                                       

     

問問  

学学
校校
体体
育育
館館
のの
空空
調調
設設
置置
にに
つつ
いい
てて  

答答  

相相
当当
のの
一一
般般
財財
源源
がが
必必
要要
とと
なな
るる
たた
めめ
難難
しし
いい  

日本共産党 

大澤
おおさわ

由
ゆ

香里
か り

議員 

次次回回１１２２月月第第４４回回定定例例会会日日程程（（予予定定））  
  
議議会会運運営営委委員員会会  １１１１月月２２１１日日（（木木））  
本本        会会        議議  １１１１月月２２９９日日（（金金））  

１１２２月月  ３３日日（（火火））  
６６日日（（金金））一一般般質質問問  

陳陳情情受受付付期期間間      １１１１月月１１５５日日（（金金））ままででにに直直接接おお持持ちちくくだだささいい。。  
  
会会議議のの予予定定はは変変更更ににななるる場場合合ががあありりまますす。。詳詳細細はは、、下下記記ままででおお問問いい合合  
わわせせくくだだささいい。。      
  
問問いい合合わわせせ  議議会会事事務務局局    
☎☎００４４２２８８（（８８３３））２２３３００２２（（直直通通）） 
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学学
校校
体体
育育
館館
のの
空空
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置置
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相相
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般般
財財
源源
がが
必必
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とと
なな
るる
たた
めめ
難難
しし
いい  

日本共産党 

大澤
おおさわ

由
ゆ

香里
か り

議員 

次次回回１１２２月月第第４４回回定定例例会会日日程程（（予予定定））  
  
議議会会運運営営委委員員会会  １１１１月月２２１１日日（（木木））  
本本        会会        議議  １１１１月月２２９９日日（（金金））  

１１２２月月  ３３日日（（火火））  
６６日日（（金金））一一般般質質問問  

陳陳情情受受付付期期間間      １１１１月月１１５５日日（（金金））ままででにに直直接接おお持持ちちくくだだささいい。。  
  
会会議議のの予予定定はは変変更更ににななるる場場合合ががあありりまますす。。詳詳細細はは、、下下記記ままででおお問問いい合合  
わわせせくくだだささいい。。      
  
問問いい合合わわせせ  議議会会事事務務局局    
☎☎００４４２２８８（（８８３３））２２３３００２２（（直直通通）） 

令和 6年 11月５日発行町 議 会 だ よ り第 211 号（9）

日本共産党

大
おおさわ

澤由
ゆ か り

香里議員
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学
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体
育
館
の
空
調
設
置
に
つ
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相
当
の
一
般
財
源
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必
要
と
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た
め
難
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三
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摩
上
下
水
及
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路
建
設
促
進 

協
議
会
第
１
委
員
会 

2
日 

決
算
審
査 

11
日 

第
8
回
山
の
日
全
国
大
会
記
念
式
典 

12
日 

昭
島
市
市
制
施
行
70
周
年
記
念
式
典 

13
日 

奥
多
摩
町
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会 

15
日 

奥
多
摩
町
戦
没
者
追
悼
式 

19
日 

決
算
審
査 

22
日 

(

一
社
）
大
多
摩
観
光
連
盟
第
11
回 

通
常
総
会
・
懇
親
会 

例
月
出
納
検
査 

三
多
摩
上
下
水
及
び
道
路
建
設
促
進 

協
議
会
、
都
陳
情
行
動
・
都
議
会
要 

請
行
動 

令
和
6
年
度
秋
川
流
域
斎
場
組
合 

定
期
監
査
等 

29
日 

議
会
運
営
委
員
会 

 

９９
月月    

3
日 

町
議
会
第
3
回
定
例
会 

4
日 

町
議
会
第
3
回
定
例
会 

6
日 

町
議
会
第
3
回
定
例
会 

8
日 

小
河
内
神
社
秋
季
例
大
祭 

 
 
 

令
和
6
年
度
海
外
派
遣
事
業
帰
国 

報
告
会 

10
日 

決
算
特
別
委
員
会 

11
日 

決
算
特
別
委
員
会 

13
日 

町
議
会
第
3
回
定
例
会 

23
日 

西
多
摩
地
区
消
防
団
連
絡
協
議
会 

幹
部
研
修
会
・
懇
親
会 

26
日 

例
月
出
納
検
査 

28
日 

奥
多
摩
町
立
古
里
小
学
校
運
動
会 

29
日 

奥
多
摩
郷
土
芸
能
祭 
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日 

奥
多
摩
町
官
公
庁
等
連
絡
会
議 

2
日 

西
多
摩
地
区
議
長
会
議
員
研
修
会 

西
多
摩
地
区
議
長
会
定
例
会
議
・
懇 

親
会 

4
日 

西
多
摩
郡
町
村
議
会
議
長
会
議
員
親 

睦
会
・
懇
親
会 

6
日 
奥
多
摩
町
立
氷
川
小
学
校
運
動
会 

7
日 

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会 

8
日 

西
秋
川
衛
生
組
合
議
会
定
例
会 

秋
川
流
域
斎
場
組
合
議
会
定
例
会 

長
期
総
合
計
画
審
議
会 

10
日 

鳥
取
県
三
朝
町
議
会
行
政
視
察 

11
日 

西
多
摩
郡
町
村
職
員
親
睦
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会 

15
日 

小
口
事
業
資
金
融
資
制
度
等
審
議
会 

17
日 

全
都
道
府
県
監
査
委
員
協
議
会
連
合

会
講
習
会
（
オ
ン
デ
マ
ン
ド
形
式
） 

18
日 

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会 

19
日 

第
52
回
奥
多
摩
町
福
祉
大
会 

21
日 

中
国
北
京
市
区
人
民
代
表
大
会
友 

 
   

  

好
代
表
団
歓
迎
夕
食
会 

22
日 

町
村
監
査
功
労
者
表
彰
式
・
町
村
監

査
委
員
全
国
研
修
会 

第
35
回
東
京
都
道
路
整
備
事
業
推 

進
大
会 

消
防
団
第
3
分
団
激
励 

24
日  

例
月
出
納
検
査 

26
・
27
日 

第
39
回
奥
多
摩
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り 

27
日 

 
 

〃 

農
林
産
物
品
評
会
表
彰
式 

30
日  

広
島
県
呉
市
議
会
会
派
行
政
視
察 

31
日 

総
務
文
教
・
経
済
厚
生
常
任
委
員
会 

 

合
同
視
察 

                            

編 

集 

後 

記 
 

今
年
の
夏
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
パ
リ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
れ
ぞ
れ
17
日
間
と
12
日
間
の
熱
闘
を

見
せ
て
頂
き
感
動
を
頂
き
ま
し
た
。
日
本
は 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ
ル
20
個
、
銀
メ

ダ
ル
13
個
、
銅
メ
ダ
ル
13
個
で
メ
ダ
ル
総

数
は
45
個
と
夏
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
過
去

最
多
の
獲
得
を
し
ま
し
た
。
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
も
金
メ
ダ
ル
14
個
、
銀
メ
ダ
ル
10
個
、

銅
メ
ダ
ル
17
個
で
メ
ダ
ル
総
数
は
41
個

と
大
健
闘
で
し
た
。
メ
ダ
ル
を
獲
得
で
き
た

選
手
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
惜
し

く
も
メ
ダ
ル
に
届
か
な
か
っ
た
競
技
で
も

感
動
す
る
場
面
が
数
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。 

こ
の
大
会
は
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
略
や
イ
ス
ラ
エ
ル
の
パ
レ
ス
チ
ナ
自

治
区
ガ
ザ
へ
の
攻
撃
な
ど
、
世
界
各
地
で
紛

争
が
続
く
中
で
の
開
催
で
し
た
。
し
か
し
勝

者
も
敗
者
も
笑
顔
に
な
り
健
闘
を
称
え
あ

う
姿
に
平
和
の
尊
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。 

澤
本 

幹
男 

記  

榎榎
戸戸  

雄雄
一一  

伊伊
藤藤  

英英
人人  

相相
田田
恵恵
美美
子子  

高高
橋橋  

邦邦
男男 

 

西多摩地区議長会議員研修会の内容（令和６年 10 月２日） 

〇講  演 「ハラスメント防止・根絶」 

〇講  師 （一財）地方自治研究機構顧問   井上 源三  氏 

※西多摩地区議長会は、西多摩地区８市町村（青梅市・福生市・羽村市・あきる野

市・瑞穂町・日の出町・奥多摩町・檜原村）で構成されています。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

西多摩郡町村議会議長会議員親睦会の内容（令和６年 10 月４日） 

〇講  演 「窓口業務の DX を推進する「書かない窓口」の実施」 他 

〇講  師 瑞穂町デジタル推進課長 水村 探太郎  氏 他 
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幹
部
研
修
会
・
懇
親
会

26
日	

例
月
出
納
検
査

28
日	

奥
多
摩
町
立
古
里
小
学
校
運
動
会

29
日	

奥
多
摩
郷
土
芸
能
祭

	

査
委
員
全
国
研
修
会

	

第
35
回
東
京
都
道
路
整
備
事
業
推
進

大
会

	

消
防
団
第
3
分
団
激
励

24
日	

例
月
出
納
検
査

26
・
27
日　

第
39
回
奥
多
摩
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

27
日	

　

 

〃　

農
林
産
物
品
評
会
表
彰
式

30
日	

広
島
県
呉
市
議
会
会
派
行
政
視
察

31
日	

総
務
文
教
・
経
済
厚
生
常
任
委
員
会

	

合
同
視
察

1
日	

奥
多
摩
町
官
公
庁
等
連
絡
会
議

2
日	

西
多
摩
地
区
議
長
会
議
員
研
修
会

	

西
多
摩
地
区
議
長
会
定
例
会
議
・
懇

	

親
会

4
日	

西
多
摩
郡
町
村
議
会
議
長
会
議
員
親

	
睦
会
・
懇
親
会

6
日	
奥
多
摩
町
立
氷
川
小
学
校
運
動
会

7
日	

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

8
日	

西
秋
川
衛
生
組
合
議
会
定
例
会

	

秋
川
流
域
斎
場
組
合
議
会
定
例
会

	

長
期
総
合
計
画
審
議
会

10
日	

鳥
取
県
三
朝
町
議
会
行
政
視
察

11
日	

西
多
摩
郡
町
村
職
員
親
睦
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会

15
日	

小
口
事
業
資
金
融
資
制
度
等
審
議
会

17
日	

全
都
道
府
県
監
査
委
員
協
議
会
連
合

会
講
習
会
（
オ
ン
デ
マ
ン
ド
形
式
）

18
日	

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

19
日	

第
52
回
奥
多
摩
町
福
祉
大
会

21
日	

中
国
北
京
市
区
人
民
代
表
大
会
友       

好
代
表
団
歓
迎
夕
食
会

22
日	

町
村
監
査
功
労
者
表
彰
式
・
町
村
監


